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ヵ ンデ ィ ソス キ ーは 、 あ る とき ガ ブ リエ ー レ ・ ミュ ンタ ー につ ぎ の よ うに語 って い る。 「学 生 時

代 に描 い た 僕 の気 に入 った 絵 は 、 よ く描 け た と思 って も、 や は り不 満 が残 っ た ものだ 。 対 象 が僕 を

邪 魔 す る のだ 。 僕 は いつ か は 対 象 の な い絵 、 しか も装 飾 模 様 に 陥 る こ との な い、 そ う した 絵 を描 き

た い もの だ 、 と考 え て い た 。」 あ る い は また 、 カ ンデ ィンス キ ーは の ち に、 あ る講 演 の草 稿 の なか

でつ ぎ の よ うに 書 い て い る。 「絵 が 、 美 しい 風 景 や 興 味 深 い 絵 画 的 な シ ー ソや 、 人物 の描 写 と違 う

もの だ と い うこ と を、 私 は お ぼ ろげ なが ら感 じて い ま した 。私 は な に よ りも色彩 を愛 して い ま した

の で、 そ の頃 す で に、 莫 然 とで した が 、 色 彩 の コ とポ ジ シ ョン とい った もの を考 えて い ま した。 そ

して そ の ため に私 は、 そ の色 彩 に適 合 す る よ うな対 象 的 な もの を 、探 し求 め て い た の です 。」

これ ら の言 葉 に よ って も判 る よ うに、 彼 の芸 術 的 目標 と課題 とは 、か な りは っ き りと して いた の

で あ る。 彼 は これ ま で に も何 度 か 試 み て い た 「モ ス ク ワの童 話 」 を表 現 しよ うと し、 「色彩 の コー

ラス」 を キ ャ ン ヴ ァス の上 に捉 え よ う と も した。 しか しい ず れ も失敗 に終 った。 色 彩 のみ で は絵 は

生 まれ な いか ら で あ る。 絵 は どん な ば あ い で も、 あ る種 の デ ッ・サ ンな い し フ ォル ムを 欠 くこ とはで

き な い。 こ の こ とを 自分 の経 験 に よっ て 、十 分 知 り抜 いて い た カ ンデ ィ ンス キ ー は、 正 規 の学 校 で

絵 の テ クニ ッ クを 習 得 しよ うと、 決 心 した の であ る。 た だ こ こで 注意 しなけ れ ぽ な ら ない の は、 彼

が 、 音 楽 と同 じ力 を も った 絵 、 つ ま り対 象 の な い絵 を 予 感 しな が ら も、 な お 、色 彩 の コソポ ジ シ 。

ンが 可 能 とな る よ うな あ る種 の対 象 を、 求 め て いた こ とで あ る。

フ ラ ンツ ・フ ォ ン ・シ ュ トゥ ッ クか ら の独 立 ぐ そ れ は ア カデ ミ ックな空 気 か ら抜 け 出す こ とであ

る と同時 に、 そ との、 近 代 美 術 の 新 しい空 気 に、 自分 の身 を さ らす こ と も意 味 して いた 。

カ ンデ ィ ソス キ ーは 、 自分 の 芸 術 的 課 題 を解 決 す るた め に 、 同 時 に三 つ の、 ま った く違 った方 面

か ら、 仕 事 を 始 め た。 そ の第 一 は 、 風 景 画 の うち に印 象 派 の手 法 を追 究 す る こ とであ り、 第二 は 、

新 印 象主 義 の色 彩 原 理 と"ユ ー ゲ ン ト ・シ ュテ ィー ル"の 様式 化 的手 法 に も とつ い て、 装飾 的 な テ

ンペ ラ画 を描 くこ と。 そ'して 第 三 は 、 伝 統 的 な 自然 主 義 に対 す る切 札 と して 、 当時 広 く行 われ て い

た、 木 版 画 を試 み る こ とで あ った 。
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後 篇

カンディンスキーは、生涯を通 じ、《コンポジチオーン》のタイ トルを持つ大作を十点制作 してい

る。 これらは彼のいわゆる 《印象》《即興》 とは異な り、数多 くのデッサ ン、下絵、色彩効果の吟

味 とか構図上の考量など、周到な準備ののちに仕上げられモニュメンタルな作品である。そのそれ

ぞれが画家の芸術発展の段階を示す道標'ともい うべきものであるが、その十点のうち七点までが、

一九一〇年から一九一三年にかけてに集中的に描かれているのである。 これは、明らかにこの時期

に、 カソディソスキーの芸術が急激な変化と展開を経験 したことを物語る。そ して実は、《コソポ

ジチオーソ1》 か ら 《同皿》に到るこの発展の過程が、具体的には、それぞれの作品に現われる種

々のモティーフ、その形象が しだいに象形文字ない しは記号化していく過程、つま りカンディンス

キーにおける抽象絵画成立の経緯でもあるのである。この時期における急激な作風の変化 と展開、

そして大作への傾倒には、異常なまでに昂ぶった芸術の創作への意欲、激 しい衝迫 といった ものが

感 じられる。 この芸術家を 《コンポジチオーン》の相次 ぐ制作へと向かわせ、彼のいわゆる 「絶対

絵画」創作へ と駆 り立てたものは、一体何だったのだろうか。この時期は、ヨ.一ロッパ全体が、大

きな破局へ と急傾斜 してゆ く時期である。第一次モロッコ事件を契機 として、二度のバルカン戦争、

そして第一次世界大戦へと発展 してゆ く時期に当たる。 しかもこの画家の祖国ロシアは、そ うした

趨勢の只中にあって、つねに新たな紛争の導火線め役割を演 じていた。カンディンスキーの制作活

動 も、こうした時代的背景 と無縁ではなかったと考える。む しろ時代に対する画家 としての過敏な

までの内面的応答が、この時期の作品に認められる特異な傾向の うちに窺われるように思う。カン

ディンスキーは、のちにこの当時の自分の芸術を回顧 して、つぎのように書いている。「破裂、衝

突 しあ う斑片、捨鉢に動 く線、爆発、鳴動、飛散 ・すなわちカタス トローフの様相。あらゆる

要素、構成、またさらに技法についても、個々の筆触にいたるまでの』ものが悉 く、 目的である 《ド

ラマティックなもの》に従わせちれた。均衡は消滅するが、決して破滅になるわけではない。到る

ところに、復活の予感がある…注㌔」これは、いわぽ大戦前夜のこの時期における作品傾向を、画

家自身が要約 した文章である。

本稿では、《コンポジチオーン》 とそれに関連ある作品を中心に、画家に見いだされる種々のモ

ティーフの分析 とそれ らのモティーフの組み合せ等を観察、検討することによって、それら作品の

主題 と意味 とを明らかにしたいと思 う。

《コソポジチオーン1》 から 《同皿》までは、いずれも一九一〇年に制作 されている。焼失 した

《コンポジチオーン1》 の副題は 《騎手》(複数)、 現存する写真によれぽ、画面中央の中景に"三

人の騎手"が 描かれ、その下には脆 く三人の人物、奇岩と波頭、波間に没する人の姿、'山の上には

傾 く教会の塔が散見され、天空には異変を暗示する不隠の気配がみなぎ り、騎馬のあいだには大き

く揺れ動 く樹が二本認められる。 この三人の騎手が、死とい う名の、蒼ざめたる馬に乗る騎士を除

いた 《黙示録の騎士》であることについては、かつて詳 しく論 じたところである注2。「主題なしに
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描 い た」 と カ ソデ 身 ソス キ ーが述 べ て い る 《コ ンポ ジチ オ ー ンH》(図1)に は注3、 これ らの モテ

ゼー フが そ の ま ま受 け つ が れ て い るが 、 構 図 に 本 質 的 な 変化 がみ られ る。 そ の 変 化 の 第一 は、 大 画

面 を 、 中央 部 で 懸 崖 の よ うに 見 え る樹 一 白樺 一 の幹 に よ って左 右 に分 け て い る こ とであ る。

そ して上 記 の モ テ ィー フ の展 開 とみ られ る ものを 、 主 に そ の 左側 に配 して い る。"三 人 の騎 手"、 そ

の左 には 裁 きを 持 つ か の ご と く、 首 うな だ れ た 四 人 の 人 物 、左 隅 に は大 波 に呑 み 込 まれ ん とす る一

人 の 人物 、 彼 方 の 山麓 に は 揺 ら ぐ教 会 の塔 、 そ して そ の 間 に は驚 愕 を示 す 人 、 恐 怖 に 打 ち ひ しが れ

た 人。天 空 に は た だ な らぬ 不 隠 の 気 が た だ よい 、雷 鳴 が 轟 きわ た る との感 が あ る。両老 の右 側 に は 、

春 め い た風 情 の 中 に 、 沼 の 傍 らに 生 え て い る 赤 い リボ ソを 結 び つ け た 一 柳 の よ うな樹 ・ 明

る い草 原 の上 に 儀 式 め いた 仕 草 の 人物 群 、 そ の前 に は 横 た わ る"一 組 の 男女"が 描 か れ て い る。 こ

こ で、 直 ち に気 づ くζ とは 、 巨大 な 白樺 の樹 幹 を 中 心 に 、 左 に は 死 と不安 、恐 怖 が 、 右 に は喜 び 、

そ して"新 しい生"を 予 知 す る モ テ ィー一フが 、 象 徴 的 に 描 か れ て い る点 で あ る。 大 樹 に よ って、 画

面 を左 右 に分 割 し、異 な った 主 題 を 対 置 させ る構 図 は 、す で に先 列 が あ り、た とえば クラ ーナ ハ(父)

の 《堕 罪 と救 済 の寓 意 》(一 五 二 九)(図2)な どが あ る。 カ ンデ ィンス キ ーが 、 この 作 品 、 あ る い

は 、 それ の版 画 を知 って いた か ど うか は不 明 で あ るが 、 画 面 を 樹 幹 で 分割 す る構 図 に関 心 を持 っ て

い た こ とは 、 彼 の風 景 画 《村 》(一 九 〇 九)(GMS31《 樹 の幹 が描 かれ て い る風 景》(一 九 〇 九)

(KK67)な どに 窺 え る。 と くに との 《コ ンポ ジ チ オ'一ン》に つ い て は 、制 作 の最 終 段 階 で 懸 崖(?)

が樹 幹 に変 容 して い る事 実 は 、 この樹 が画 面 上 に果 す 役 割 を 十 分 に意 識 した結 果 と考 え られ 、 興味

深 い。 と ころ で右 画 面 に おけ る柳 の意 味 は と言 えば 、 これ は ロシ アに あ って は椋 欄 に代 わ る聖 な る

樹 。 復 活 祭 め一 週 間 前 の 日曜 は 聖 技 祭 、 また は 「柳 の 主 日」 一 柳 と い っ て も猫 柳 で あ るが 一

と呼 ばれ 、 こ の頃 に な る と、 ロ シア で は 全 土 に 迫 った春 の 気 配 に 満 た され る。 儀 式 め い た 仕 草 を

み せ る 人物 の群 れ は 、 この祭 りの祝 い事 を 楽 しむ 農 村 の 人び とな ので あ る。 猫柳 は、 北 国 に あ って

は春 の生 命 力 の 象徴 だ。 そ して 中央 の 白樺 は 、 ル サ ー リナ ヤ ・ニ ェジ ェ リア(五 旬祭 前 週)あ るい

は 「緑 の ク リス マ ス」 の立 役 者 で あ り、J・G・ ブ レイ ザ ー の いわ ゆ る メイ ボ ール(五 月 柱)の ロ

シ ア版 、 これ ま た聖 な る樹 な の で あ る注46こ の右 画 面 全 体 が 、 天 国 の喜 び の 象 徴 と もい うべ き ロ

シ アの 自然 の春 の喜 び を表 わ した もの 、 そ こに は 、"新 しき生"の 息 吹 きが あ る。 この"新 し き生"

を 代表 す る の が"一 組 の 男女"の モ テ ィー フで 、 以後 しば しば 登 場 して きて 、 や が て は記 号 化 して

二 本 の 描 線 のみ で表 され る よ うに な る の で あ る。 「破 滅 」 と 「復 活 」 との ドラ マ テ ィ ッ クな 対 置 、

これ が 《コ ンポ ジチ オ ー ン》 の主 題 で あ る。 「破 滅 」、 そ こに は カ タ ス トロー フの 予 感が あ る。 だ が

同 時 に 、 画 家 は 、 「新 し き生 」=「 精 神 の 王 国 」 の到 来 の 兆 しを も認 め る恋 。 この作 品 には 確 か に

終 末観 の反 映 が あ る。 しか しそ れ だ け に終 わ って は い な い。 そ の 点 、終 末 観 的 な 現 実認 識 に伴 い が

ち な ペ シ ミズ ム とか虚 無 主義 は 、 この 画家 に と って は無 縁 の もの で あ った 。 カ ンデ ィンス キ ーは 、

芸 術 を通 して 「新 しい精 神 の 王 国 の建 設 」 に積 極 的 に寄 与 す る こ と こそ、 芸 術 家 と して の 自分 の 使

命 で あ る と確 信 して い た の で あ る。 《コ ンポ ジチ オ ー ソ1》 の主 題 も、 こ う した カ ソデ ィ ンス キ ー

の 芸 術 観 に も も とつ くもの で あ る こ とは 、 言 うまで もな い 。
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とこ ろ で、 この 作 品 に 引 きつ づ き制 作 され た 《コ ソポ ジチ オ ー ン皿》 は、 大 胆 な 非 対 象 化 の試 み

の結 果 、 主 題 の 認 定 は 容 易 で は な い。 画 家 全 体 が 、 大 小 の 岩 の塊 か ら組 成 され た 巨 岩 の 感 が あ る。

この 絵 の た め の墨 に よる デ ッサ ン(G,S、114)を 参 考 に して 、画 面 上 の モ テ ィー フを 列挙 す る と、

右 側 には 人 間 の姿 を 思 わせ る 巨大 な奇 岩(?)な い しは 樹 幹 、下 辺 に二 人 の人 物 像 、 そ の 左 側 に馬

の前 半 身 、 中 央 の樹 幹 の左 に教 会 の塔 、 そ の右 に は 二 頭 の 馬 の頭 部 、天 空 には 雷 光 と地 上 に 降 る岩

のか け ら(?)、 な どが 認 め られ る。 速 断 は 避 け た いが 、 これ ら の モ テ ィー フか ら推 して"裁 きの

とき来 た る"と の 告知 が 、 この絵 の主 題 で あ る よ うに 思 う。 画 家 自身 、 そ の 出来 に 満 足 で は な か っ

たた め か 、・こ の 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿》 は、 画 家 自身 が 編 集 したrカ ンデ ィ ンス キ ー ・アル バ ム』

(一九 一 三)に も採 録 して い な い。 これ に対 し一 九 一 一 年 作 の 《コ ソポ ジチ オ ー ンW》 は 、 年 刊誌

r青 騎 士 』に 、水彩 に よ る習 作 が 色 刷 の 図版 と して掲 載 され て お り、また 同年 作 の 《コ ンポ ジ チォ ー

ンV》 は 、 上 記 の 『ア ル バ ム』 中 に収 録 され て い る。

《闘 い》 な い しは 《戦争 》 と い う副 題 の あ る 《コ ンポ ジチ オ ー ン 】V》(図3)に つ い て は 、 カ ン

デ ィ ンス キ ー 自身 の この作 品 に対 す る関 心 度 を示 す か の よ うに 『回想 』 の テ キ ス ト末 尾 に 加 え て い

る 「制 作 を省 み て 、 意 義解 明 の試 み」 に よっ て、 純 絵 画 的 要 素 、 す な わ ち 「色 彩 と線 描 に よ る対 立

と矛 盾 」 を主 に 、 自 ら詳 し く分 析 して 見せ て い る注6。

この絵 を検 討 す るに は 、 《コ ソポ ジチ オ ー ソ》 自体 の は か に 、r青 騎 士』 誌 に掲 載 され た そ の水 彩

画 、 《コ ンポ ジ チ オ ー ン》 の た め の 水 彩 に よる画 稿 、 墨 に よる二 点 の デ ッサ ン と油 彩 に よ る部 分 図

習作 な どが あ り、 そ れ らの 比較 観 察 に よ り、 主題 の意 味 が い っそ う明確 に な る。 こ の作 品 も、 先 の

《コ ンポ ジチ オ ー ソ∬》 同様 に、 中 央 の 二 本 の太 い線 条 「長 槍(シ ュ'ピー ス)」 に よ って 画 面

は左 右 に分 割 され 、左 と右 の画 面 には 、 これ ま た異 質 の テ ー マが 描 か れ て い る。左半 分 り 画面 には 、

剣 を振 っ て闘 う二 人 の 騎 士 の 姿 が み え る。 左 の騎 士 は や や 押 され 気 味 の 印 象 を与 え、 白馬 に 跨 が る

右 の騎 士 に優 勢 の感 が あ る。 さ らに これ らの騎 馬 像 の の足 場 を み る と、 左 の騎 士 は堅 固 な岩 場 の 上

に あ り、 脚 下 には 青 い 城 壁(?)が 保塁 の ご と き もの が望 見 され 、 右 の騎 士 は 、青 い 山 の斜 面 に あ

って棒 立 ち の馬 を しっか りと御 して い る。 そ して そ の背 後 には 、 大 き く讐 え る城 塞(?)が 天 空 を

包 み 込 む形 、 うなわ ち、 黒 い輪 郭 線 の み に よ り描 かれ て い る の であ る。 岩 の 懸 崖 と青 い 山 とが つ く

る峡 谷 に は 、 異 変 を 示 す 黒 い量 の あ る太 陽 と 「血 の 如 き」 月(黙 示 録 第 六 章 十 二 節)、 そ して 虹 が

望 まれ る。 山麓 には 、 長 剣 を 手 に した一 人 、長 槍 を握 った 二 人 の 、 計 三 人 の 人物 像 が 認 め られ る。

これ に 対 し、 右 半 分 の画 面 は対 象的 に簡 潔 で 、 まだ 温 和 平 静 、 そ こに 漂 う晴 朗 の気 が 、"一 組 の 男

女"を 表 わす 滑 らか な描 線 、 そ れ に 呼応 す る背景 の稜 線 と単 純 な フ ォル ムの二 つ の形 象 に も看 取 で

き る。 中 央 の二 本 の長 槍 を 軸 に した この 左 右 の コ ソ トラス ト、 そ して また これ らの形 象 は、 何 を 表

現 しよ うと した もの な のだ ろ うか 。 「堅 固 な岩 」、 す な わ ち ペ テ ロの上 に 築 か れ た 保塁 は サ ン ・ピェ

トロ、 つ ま りロー マ教 会 を 示 し(マ タイ 伝 第 十 六 章 十 八 節)、 青 い 山=聖 な る 山 の頂 き に讐 え る城

塞 は ク レム リン=モ ス ク ワ、 っ ま り東 方 教 会 を 表 わ す もの と考 え られ る。 した が って 二 人 の騎 士 の

闘 い は 、 東 と西 の ロー マQ争 い、 東 西 両 教 会 の歴 史 的 葛藤 を 象徴 す る こ とに な る。 こ こに は 、 た と
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え ば ス ロヴ ィー ヨ フの 『・シ ア と普 遍 教 会 』(一 九 〇〇)の 思想 が反 映 して い る よ うに み え る。 し

か しカ ソデ ィ ソスキ ー の描写 か ら判 断す るか ぎ りで は 、 この 闘 いは 、 神 の 契 約 の"虹"に 示 され る

よ うに 、必 ず 終 わ り、 和 解統 一 され る時 期 が 訪 れ るが 、 そ の主 導 権 は あ くまで も東 方教 会 に あ る、

との 印 象 を受 け る。 こ こに カ ンデ ィンス キ ー の ロシ ア人 と して の紹 命 観 が す で に 明 確 に窺 え る よ う

に 思 う。 「新 しい精 神 の王 国 の建 設 」 の 到 来 を 待 つ 、 い わ ぽ 未来 の"普 遍 的 教 会"の 甕 え る 山麓 に

立 っ三 人 の人 物 は 、お そ ら く天 上 界 と地 上 界 との 境 に 立 つ ガ ブ リエル 、 ミカエ ル 、 ラ フ ァエ ル の三

大天 使 で あ り、「新 しい紀 元 の 到来 」 ま で、聖 な る山 を守 護 しつ づ け て い るの で あ ろ う。地 上 の"一

組 の男 女"に よ り示 され るア ダ ム とエ ヴ ァ、 つ ま り全 人 類 も、そ の 「紀 元 の到 来 」 と と もに原 罪 を

ゆ る され て 、霊 的 世界 に入 り、 永 遠 の生 命 を享 くる こ と とな る の で あ る。 こ の モ テ ィー フを 、・ソ ロ

ヴ ィー ヲ フの説 く 「両性 の よ り高 き(霊 的 な)統 一 」 と して の 「真 の 人 間 を創 造 す る愛 」 の形 象 化 、

とみ る こ と もで き る(『 愛 の意 味 』一 八 九 二/九 三)。 そ の 際 、 この"一 組 の男 女"は 愛 の 力 に よ り

す で に 「神 の国 」 に 入 り、 「永 遠 の生 命 」 に満 た され た 存 在 とな る。 愛 は 、此 岸 に移 り来 て 、 外 的

な も ろ も ろ の現 象 の外 形 を 変 革 し霊 化す る 力 で あ る。 この モ テ ィ ー フは 、"原 罪"の 観 念 と霊 化 の

力 と して の愛 の イデ ア とを 同 時 に含 む と ころ の象 徴 的 表 現 とみ な す こ とが で きる。 さ て、 画 面右 上

辺 の 二 つ の形 象 は 、地 上 か ら区切 られ た 彼 方 に あ って、 円光 を頂 き 「紫 布 」を 身 に ま と った神 の姿 、

そ して 常 緑 の 「生 命 の樹 」 を表 わ した もの で あ ろ う注7。 この二 つ の モ テ ィー フは 、 コス ミッ クな

天 空 で の闘 い と地 上 で の愉 楽 を超 えた と こ ろに 配 され 、 「生 命 の樹 」 の傍 らに 立 つ 神 は 、 これ ら一

切 を 遠 くか ら見守 って い る、 とい った感 を 与 え る。

つ ぎ に 《コ ンポ ジチ オ ー ンV》(図4)に 移 して み よ う。 カ ンデ ィ ンス キ ーに よれ ば 、 そ の 主 題

は 《復 活 》、 ここで も宗 教 的 主題 、 と くに黙 示 録 的 な そ れ が扱 われ て い る。 注8た だ この 《コン ポ ジ

チ オ ー ン》 に な る と、対 象 的 要 素 が殆 ど一 種 の 象形 文 字 、 む しろ記 号 と化 し、 そ の一 つ一 つ を 正 確

に判 別 し解 読 す る こ とは 困難 で あ る が、 この 時 期 の一 連 の作 品 に 認 め られ る"記 号"と 比 較 検 討 し

なが ら、 そ の モ テ ィー フを列 挙 してみ よ う。 そ の 際 、 と くに 同 じ一 九 一 一 年 に 制 作 され た裏 ガ ラ ス

絵 の 《大 復 活 》(図5)(GMS125)が 参 考 に な る6左 右 の上 辺 両 隅 に ラ ッパ を 吹 く天使 の頭 部 な い

しは頭 髪 、 画 面 を支 配 して い る鞭 の よ うに うね った 黒 い 線。 そ の線 の彼 方 、 青 い 山の 上 に は壊 れ 落

ち る城 塞(?)も し くは傾 く教 会 の 塔 と城 壁 の あ る町 。 そ の傍 に、 敬 凄 に頭 を 垂 れ る人物 と一 騎 の

騎 馬 像 。 遙 か な 山 に駆 け上 り、 また 逆 に左 に 向か って 疾駆 す る二 騎 の騎 馬 の姿 。 青 い 山 の右 山麓 に

は 、細 長 い 塔 の よ うに観 え る"五 本 の燈 火"と 頭 髪 を示 す線 一 これ は 前 記 《大 復 活 》 の 図 で は

「燈 火」 を手 に ま どろむ 「花 婿 を待 つ処 女 た ち」(マ タ イ伝 第 二 十 五 章 え あ一 節 一 十三 節)の 姿

で あ る こ とが 明 らか であ る。 そ のす ぐ左 側 、 ほ ぼ画 面 の中 央 に 等身 大 の脆 く人 物 像 。 これ は た ぶ ん

蘇 りを 待 つ人 の姿 で あ ろ う。 そ の頭 の部 分 に は、 ラ ッパを 暗 示 す る二 つ の懊 形 が 交 差 して い る。 こ

の 人物 の右 下 には 、"原 罪"を 示 す 、 うなだ れ た"一 組 の 男女"ア ダ ム とエ ヴ ァとが 重 な り合 って 、

ひ と りの 人 物 の よ うにみ え る。 画面 の左 下 辺 に は 巨大 な波 頭 、 そ れ に 呑 み 込 まれ まい と必 死 に 漕 く・

ボ ー ト上 の三 人 の人物 。"洪 水"に よ って 亡 び ぬ た め に"方 舟"を 用 意 した 人 た ちの 象 徴(マ タイ
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伝 第 二 十 四章 三 十 七 節1三 十 九 節)。 この 《コ ンポ ジチ オ ー ン》 に は 、"裁 き"の と きに 備 え、

あ るい は 蘇 りを持 つ人 々が 描 か れ て い る。 ゆ え に 題 して 《復 活 》 とされ るの で あ る。 この作 品 に お

いて 特 に 目立 つ の は、大 画 面 を 支 配 して い る鞭 の よ うに うね る黒 い線 で あ る。 これ は"最 後 の 審 判"

の近 づ い た こ とを告 げ る天 使 の ラ ッパが 天 地 に と どろ きわ た る響 きを 、 象 徴 的 に表 現 した もの と思

わ れ る。構 図上 か ら も、 この大 胆 な手 法 は 、 これ 以後 の カ ソデ ィンス キ ーの作 品 に大 き く影 響 す る。

従 来 の並 列 した モ テ ィ ー フ.の対 置 とい う静 的 な構 成 か ら、種 々の モ テ ィー フが 重 切 した形 で 、 しだ

いに 左 下 か ら右上 へ と向 か う対 角線 を軸 に、 渦 巻 状 に 浮 遊 す る構 成 へ と変 化 して ゆ く。 見方 に よ っ

ては 、 地 上 的 な表 現 か ら コス ミッ クな表 現 へ の転 換 とい うこ とが で きるか も知 れ な い 。 と ころ で 、

《コ ンポ ジチ オ ー ンV》 と、 た ぶ ん そ の 出発 点 とな った と考 え られ る裏 ガ ラ ス絵 《大 復 活 》 との違

い につ い て、 一 言 付 け 加 え て お こ う。 そ の第 一 は 、 《大復 活 》 に認 め られ る"山 頂 の 白馬 の騎 士"、

す なわ ち"裁 き主"た るイ エ ス ・キ リス トの姿 が 欠 け てい る こ と、第 二 は"ボ ー トを 漕 ぐ人 び と"

の モ テ ィ』一 フが新 た に 加 わ って い る こ とで あ る。 これ は つ ぎの こ とを 意 味 す る。 《コ ンポ ジチ オ ー

ン》 は"裁 き の と き"(最 後 の審 判)の 表 現 で は な く、"裁 きの と き来 た らん"と の告 知 の表 現 で あ

る こ と、 した が って 画 家 の 意 図 は"裁 き の と き"に 備 え よ、 とい う点 に あ る。"花 婿 を 持 つ 処 女 た

ち"さ らに、"ボ ー トを漕 ぐ人 び と"(方 舟)の モ テ ィー フ の挿 入 も、 この意 図 と関連 が あ る。 こ の

意 味 で 、 《コ ソポ ジチ オ ー ン》 は 、 単 な る終 末 観 的 意 識 の表 現 で は な く、新 しい 可 能 性 、 す なわ ち

「精 神 の王 国」 へ の道 が 拓 け て い る こ とを示 唆す る もの で、 こ こに も当 時 の カ ンデ ィ ソス キ 山 の精

神 的 志 向 が窺 え る の で あ る。 こ の作 品 に 登場 して きた"ボ ー トを漕 ぐ人 び と"の モ テ ィー フは、 以

後 さ まざ まな形 を と って多 くの作 品 に描 き込 まれ る よ うに な るが 、 留 意 す べ き点 で あ ろ う。

次 に 《コ ンポ ジ チ オ ー ソW》 を 検 討 す る前 に 、 主 に 一九 一 二 年 に描 か れ て い る 《愛 の 園》の 作 品

群 に 言及 して お く必 要 が あ る。こ の問 題 の 扱 い に 、カ ンデ ィ ンスキ ーの愛 の観 念 を め ぐる省 察 の跡 、

そ して 意 識 の 変化 が認 め られ るか らであ る6こ の 主題 を 書 くに到 った 直 接 の 動 機 は 、 一 九一 一 年 の

暮 れ に三 十 歳 の若 さ で病 死 した オ イ ゲ ン ・力 山 ラー の細 密 画 風 の小 品 《愛 の 園》(図6)で あ った

と考 え られ る。 カ ンデ ィ ンス キ ー はr青 騎 士 』 誌 に この 画 家 の追 悼 文 を 書 き、 自分 が所 蔵 して い た

この 絵 を 図 版 と して掲 載 して い る の で あ る。 主 題 は 異 な るが 、 関連 あ る作 品 と して 水 彩 に よ る 《楽

園 》(GMS143)(図7)が あ る。 ア ダ ム と知 恵 の 実 で あ る赤 い リン ゴを 手 に して い るエ ヴ ァ。 画面

左 上 には 、 黄 金 の 核 を 淡紅 色 の量 で包 んだ 形 の豊 穣 な い しは生 殖 を示 す 象徴 的 な 形 象 、 左上 端 に は

"生 命 の樹"
。 画 面 中央 か ら下 辺 に か け て は 、 巨大 な波 頭 、 ジ グ ザ クの鋭 角 的 な黒 い線 、波 打 つ 土

披(?)が 描 か れ て い て㍉ これ ら下 辺 の モ テ ィー フは 、 画 中 の 黒 い 色斑 と ともに 、 一 種 不 吉 な予 感

を画 面 に響 か せ て い る。 作 品 の 内 容 か らす れ ば、』《楽 園追 放 》 図 とみ る のが 妥 当 で 、"原 罪"を 負 っ

た人 類 の苦 悩 多 き宿 命 が 暗 示 され て い る。 こに れ に対 して 《愛 の 園》の副 題 の あ る 《即 興25》 、《即

興27》 を 、 そ れ ぞ れ の水 彩 の 画 稿 を 参 考 に して 観 察 して み よ う(図8、9参 照)。 《即 興25》

豊 穣 の 色 、 黄 色 で彩 色 され た 島 に は 、 青 い量 で包 まれ た 抱 擁 す る 男 女 が 二 組 、緑 の"生 命 の

樹"と 逃 れ ゆ く蛇 の尾 。 岸 辺 に は 、 波 、 入江 に は この 島 に漕 ぎ寄 せ て い る男女 を乗 せ た 一 隻 の ボ ー
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ト。上 方 に は 波 に 打 た れ て い る乗 り捨 て られ た ボ ー ト(?)と 、 中 心 の暗 赤 色 の 円形 を 乳 白色 の量

が 包 み こん だ形 象=生 殖 の 象 徴(?)。 《即 興27》 一 男 女 抱 擁 の肇 が 三 組 、 中 央 に は 前 期 の 象

徴 的 な形 象 、.その 左側 に は 巨大 な垣 根 と蛇 の尾 、 そ の上 に稲 妻 の よ うに燦 め く光芒 。 左下 辺 の土 披

(?)の 傍 に 、三 日月 状 の形=太 刀 、 を 加 え られ た 犬=「 死 した る犬」 が 描 か れ て い る が、 これ は

"墜 落 せ る輩"の 比喩(サ ム エ ル前 書 第 二十 四章 十 四節)で あ る
。 これ ら二 点 の作 品 に お い て共 通

す る こ とは、 両性 の愛;性 愛 を 「新 しき生 」 の誕 生 の根 源 と して これ を肯 定 し、 した が って男 女 抱

擁 の 量 で 包 み込 む描 写 法 を とる一 方 、蛇 、`また 「死 した る犬 」 を 配す る こ とに よ り、性 愛 に対 す る

"原 罪"の 意 識 をつ よ く表 明 して い る点
、本 来 相 矛 盾す る愛 につ い て の観 念 が 同一 画面 に表 現 され

て い た の で あ る。 こ の矛 盾 の解 決 と して は、 ア ダ ム と エ ヴ ァを 愛 の 力 に よ って浄 化 され た姿 、 「よ

り高 き(霊 的 な)統 一 」 と して 表 現 す る方 策 が 考 え られ る。 そ れ ぞれ に 円光 を 頂 く"一 組 の男 女"

と して描 か れ る場 合 が そ れ で、次 に 観 察す る 《コ ンポ ジ チオ ー ソ6》 に は 、 この表 現 あ 認 め られ る。

そ の 際、 この"一 組 の 男 女"は 「新 しき生 」謡 「神 の 国」、「永 遠 の生 命 」 に よ って満 た され た 存 在

とな る。 カ ンデ ィ ンス キ ーは 、 この モテ ィー フに よ り、 ソ μヴ ィ ー ヨ フ流 に 言 えぽ 、 歴 史 の過 程 を

完成 へ と導 く 「連 結 」 の形 象 を 念 頭 に お いて い た の で い た の で は な い だ ろ うか。 「全 人 類 が 完 全 で

総 合的 な統 一 へ 近 づ く」 た め の 「連 結 」 の イ デ アの始 源 的 形 態 、 それ が この"一 組 の男 女"で あ っ

た の で は な いか 。 画 家 自身 、「「私 が 描 い た唯 一 の ヌー ド」 と述 べ てい る 《裸 婦 》(図10)は あ くまで

も、 推 測 の域 を出 ない が 、 ソ ロヴ ィ ー ヨ フの い わ ゆ る 「全 一 態」 の理 想 的 な具 現 と しての 「永 遠 な

る女 性 」 の、 カ ソデ ィ ソスキ ー的表 現 の試 み だ った よ うに思 う注9。

《コ ンポ ジチ オ ー ンV[》(図11)は 一 九 一 三 年 に制 作 され 、 そ の 主 題 は"ノ アの洪 水"で あ る。

この作 品 の主 題 と関連 して 、《大 洪 水 》 を テ ー マ に した油 彩 画(KK159a)(図12)は 、 モ テ ィー フ

の変 遷 を 辿 る上 で 、触 れ て お く必 要 があ ろ う。 まず 、 目に 留 るの は、 画 家 の 中心 か らや や 左 寄 りに

赤 の 量 で 包 まれ て い る淡 紅 色 の 女 性 裸 像 で あ る。 これ は 右 上 に描 か れ て い る"蛇"と 一 本 の樹

一 お そ ら く 「善 悪 を知 の樹 」(創 世 紀 第 二章 十 七 節)で あ ろ う か ら推 しで"エ ヴ ァグ
、 そ し

て"原 罪"を 意 味 す る もの と考 え られ る。 左 の方 に は"ラ ッパ を吹 き鳴 らす 騎 馬 の 姿"、 右 上 隅 か

ら対 角 線 的 に 鋭 い 雷 光 、 それ に打 たれ て 発 れ た 人物 。・そ の 下 辺 に は打 ち寄 せ る大 波 。 右上 辺か らの

雷 光 の線 に沿 って 、驚 愕 を示 す 老 人 、慌 て ふ た め き半 ほ 水 に 没 して い る舟 へ と急 ぐ人 の 姿。そ して 、

右 下 には 、 太 陽(?)と と もに金 色 に輝 き胸 に手 を 当て て い る一 人 の女 性 像。 これ は 「日を著 た る

女 あ りて1、其 の足 の下 に 月 あ り、 其 の頭 に十 二 の 星 の 冠晃 あ り。 か れ は孕 りを り しが 、 ∵・」(ヨ ハ

ネ黙 示 録 十 二 章1節6節)と あ るそ の女 、 した が って キ リス トの花 嫁 な る"教 会"を 意 味 し、

この女 が 産 まん と して い る子 は世 界 の救 い 主 メ シヤ で あ る。・こ うして この 画面 には 、神 の 怒 り"と

"神 の恕 し"と が 同 時 に 描 か れ て い るの で あ る
。"女 性 裸 像"を 包 む"赤"と"孕 れ る女"の 背 に

み え る"青 と緑"と は"善 悪 を知 の樹"の 赤 き果 樹 と聖 な る常緑 の"生 命 の樹"と の 象微 的対 照 と

百 え るか も知 れ な い 。 と ころ で これ と同 じ主題"ノ アの 洪 水"を 扱 った 《コ ソポ ジチ オ ー ンvr》 の

成立 事 情 につ いて は 、 前 述 した 『回想 』 の 末 尾 の 「意 義 解 明 の試 み」 中に 、 一章 を 設 け て 興味 深 く
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語 られ て い る。 こ こで は 、 そ の詳 細 に 立 ち 入 る こ とは 避 け て、 一応 、《コ ソポ ジチ オ ー ソW》 が 一

枚 の裏 ガ ラ ス絵 《ノ アゐ 洪 水 》(一 九 一 二)(図13)を 契 機 に さ ま ざ ま な画 想 へ 発 展 、 一 年 半 の 試 行

錯 誤 の の ちに 、 ふ た た び そ の ガ ラ ス絵 が1「出 発 点 」 とな って 、二 、三 日の うち に一 気 に 最 終 画 稿 が

仕 上 げ られ た とい う事 実 だ け を 、 述 べ て お く。 今 日で は 所存 不 明 の裏 ガ ラス絵 は 、 そ の写 真 だ け が

遣 って い るが 、 「ま じめ な 形態 とお どけ た 表 現 とを ミ ッ クス す る こ とが 、 私 に は楽 しみ で あ った 」

とカ ンデ ィ ソス キ ーが 語 って い る よ うに 、 そ の 画 面 には 荒 れ 狂 う大 波 の な か に 、 「男 女 の裸 像 、 ノ

ア の方 舟 、 い ろん な動 物 や 椋 欄 、 稲 妻 、 雨 な ど」 が 描 か れ て い る。前 期 の 油彩 画 《大 洪 水 》 は 、 お ・

そ ら く彼 の試 行錯 誤 の 過 去 の一 段 階 で あ った の で あ ろ。 「ノ アの 洪 水 」 とい う宗 教 的意 義 そ の も の

が 、 画 家 の脳 裡 か ら離 れ ず 、 そ れ に 解 釈 を 加 え た 一 種 の 図解 的表 現 を生 ん だ もの と考 え られ る。 こ

れ に対 して 《即 興 大 洪 水 》(一 九 一 三 、GMS76)(図14)《 コ ンポ ジチ オ ー ソV[》 に 直結 す る油

彩 の習 作 の一 枚 で 、 裏 ガ ラ ス絵 の 「色 彩 、 構 函 的 要 素 、 対 象 と無 関 係 な線 描 に よる形 態 」 が 更 め て

見 直 され 、 そ の感 動 に も も とつ い て 制 作 され た 作 品 で あ り、 この 画面 か らあ え て対 象 的 要 素 と おぼ

しき ものを 拾 い上 げ る とす れ ば 、 中 央 の や や 下 方 に"ノ ア の 方舟"ら し き もの が、 辛 う じて認 め ら

れ る程 度 で あ る。 《コ ンポ ジチ オ ー ソV[》 は、 この 作 品 を 基 礎 に 、 と くに形 態 的要 素 、 色 彩 的 要 素

の微 妙 な対 比 、 慎 重 な 比 量 の結 果 生 じる、 一 つ の ヴ ァ リエ ー シ ョソ と して 完成 した もの で あ る。 そ

の際 、《即 興 》 と著 し く異 な る点 は 、 二 つ の対 象 的 な モ テ ィー フが 、 それ ぞれ に 円 光 を 頂 く姿 で表

わ され て い る点 、 第 二 は 、"ボ ー トを 漕 ぐ人 び と"の モ テ ィー フが 、 画 面 の左 下隅 に 大 き く、 しか

も明 瞭 に描 き込 まれ て い る点 で あ る。 第 二 の 点 に つ い ては 後 述 す る と して 、 まず 、"一 組 の 男 女"

が、 この絵 の主 題"ノ アの 洪 水"か ら して"原 罪"を 意 味 す る ア ダ ム とエ ヴ ァで あ る こ とは言 うま

で もな い。問 題 は 、そ の ア ダム とエ ヴ ァ とが 円光 を頂 く聖 な る存 在 と して 描 か れ て い る こ とで あ る。

結 論 だけ を 言 えば 、 こ こ には 、先 に述 べ た"一 組 の 男女"の モ テ ィー フの 私 の 解 釈 と関連 して 、愛 、

す なわ ち霊 的 な愛 の 力 に よ って こそ 全 人 類 は 救 済 され うる、 との カ ソデ ィ ソス キ ー の祈 念 とも い う

べ き ものが 、 表 現 され て い る よ うに 思 う。 ・

《コ ンポ ジチ オ ー ン皿 》(図32)に つ い て。 この 作 品 は 初 期 の 《コ ンポ ジチ オ ー ン》 の 集 大 成 と

も言 うべ き大 作 で あ るが 、 画 家 自身 は 、 そ の 主 題 に つ い て 何 ひ とつ 語 って い な い そ の主 題 は 果 して

何 だ った の だ ろ うか 。 この 問 題 を考 え る際 、 一 つ の指 針 に な る の は 、 《コ ンポ ジチ オ ー ンW》 の成

立 過 程 で あ る。 す でに 見 て きた よ うに、 この 作 品 は 打 ち ガ ラ ス絵 《大 洪 水 》 を 「出 発点 」 と した も

の で あ っ た。 実 は 、 これ と同様 の関 係 が 、 一 九 一 三 年 に 制 作 され た 注 目す べ き作 品 《小 さ な 喜 び》

(KK174)(図15)に つ い て も当 て は ま る ので あ る。 これ は 、 一 九一 一 年 作 の 裏 ガ ラス絵 《小 さな喜

び》(GMS120)(図16)を 、 殆 どそ の ま まに 拡 大 、 油 彩 画 と して 仕 上 げ た、 とい って も過 言 に は

な らぬ 作 品 で あ る。.この二 つ の 事 例 に 倣 っ て、 《コ ソポ ジチ オ ー.ン皿》 に つ き現 在 明確 に こ の作 品

に下 絵 、 習作 あ る い は部 分 図 デ ッサ ン と判 明 して い る もの を 整 理 し、 そ れ を 手 掛 か りと して 、 そ の

原形 と も言 うべ き もの を求 め て遡 っ て い くと、 や は り一 点 の 裏 ガ ラス 絵 に 辿 り着 くの で あ る。 しか

もそ れ は 、 カ ソデ ィ ンス キ ー に とっ て極 め て 印 象 深 か った と考 え られ る作 品 、 とい うの は 『カ ソデ
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イ ンス キ ー ・ア ルバ ム』に 収 録 され て い るわず か 二 枚 の 裏 ガ ラス絵 の、そ の うち一 枚 だか らで あ る。

それ は 、 一 九 一 一 年 作 の 《最 後 の審 判 》(図17)で あ る。 こ の原 型 か ち 《コ ンポ ジ チ オ ー ン》 に 到

る過 程 を示 す 作 品 群 の系 譜 と もい うべ き もの を 、 そ の成 立 順 序 に した が って列 挙 して み よ う。

(1)裏 ガ ラス絵 《最 後 の審 判 》(一 九 一 一)。(2)《 コ ソポ ジチ オ ー ン皿 》 の ため の油 彩 に よ る

習作(一 九 一 三)、(GMS63)。(3)《 コ ソポ ジチ オ ー ン皿 》 のた め の デ ッサ ソ(水 彩 画)(一 九 一

三)、(GMS135)。(4)《 最後 の審 判 》 の た め の墨 に ょる デ ッサ ン(一 九 一 三)、(グ ロー マ ンの 著

者 の 図版 ナ ソ・ミー19)。(5)《 コ ン ポ ジ チ オ ー ン 皿 》 の た め の 墨 に よ るデ ッサ ソ(一 九 一 三)、

(GMS405)。(6)《 コ ンポ ジ チ オ ー ン皿》 の た め の 水彩 画(一 九 一 三)、(GMS136)。(7)《 コ

ソポ ジ チ オ ー ソ田 》 の ため の墨 に よる デ ッサ ン(一 九一 三)、(GMS372)。(8)《 コ ソポ ジチ オ ー・

ソ皿 》 の た め の 油彩 に よ る習 作1(一 九 一 三)、(KK179)。(9)《 コ ン ポ ジ チ オ ー ソ皿》 の た め

の部 分 図 習 作2(油 彩)(一 九一 三)、(KK181)。(10)無 題 の水 彩 画 、《コ ンポ ジチ オ ー ン皿 》 の

習 作 とみ られ る も の(一 九 一 〇 年 の年 紀 あ り)、(一 九 一三)。(11)《 赤 い斑 》(水 彩 画)(」 九 一 一

年 の年 紀 あ り)、(グ ロー マ ンの カ タ ロ グでは 、 ナ ンバ ー648)。(12)《 コ ンポ ジチ オ ー ン顎 》 のた め

の 油 彩 に よ る習 作2(一 九一 三)、(GMS64)。(13)《 コ ンポ ジ チ オ ー ン皿 》 の た め の 油 彩 に よる

習作3(一 九 一 三)、(GMS68)。(14)《 コ ソポ ジチ オ ー ソ皿》 の た め の 水彩 に よる部 分 図 習 作(中

心 部 の 図)(一 九 一 三)、(KK180)。(15)《 コ ンポ ジチ オ ー ン皿 》 仕 上 げ 途 中 の図(ガ ブ リエ ー レ

・ ミュ ンタ ー撮 影) 、(一 九 一三)。(16)《 コ ンポ ジチ オ ー ソW》 、 油 彩 画(一 九 一 三)、200×300c皿

(KK186)。(以 上 に つ い て は 、 図17図32参 照 を され た い 。)

つ ぎ に、 これ らの 作 品 に お け る モ テ ィー フを分 析 し、 作 品 相 互 の関 連 を跡 づ け て み よ う。(1)

の 《最後 の 審 判 》 は く この 裏 ガ ラス 絵 の 下絵 とみ られ る水 彩 画(GMS147),類 似 の モ チ ー フを 内

容 とす る裏 ガ ラ ス絵 《万 聖 節 》(GMS107)、 油 彩 画 《万 聖 節 皿》(GMS62)、 水 彩 画 《ラ ッパ

の 響 き》(《大 復 活 》)(GMS457) .など と比 較 す る こ とに よ り{そ の モ テ ィー フが よ り明確 に な る。

画 面 の左 側 に は 、裏 ガ ラス 絵 《最 後 の 審 判 の天 使 》(GMS113)、 同 《聖 ガ ブ リエ ル 》(GMS123)

な どの 姿 態 を 大 胆 に縁 取 り した よ うな 天使 が描 か れ て い る。右 側 に は、 天 使 の頭 部 と ラ ッパ 、 そ の

下 に は 教 会 の 塔 が み え る。鞭 の よ うに うね る線 で一 気 に描 か れ 、崩 れ 落 ち る教 会 の塔 の あ る城 塞 の

前 に は 、 騎 馬 像 の キ リス ト。 山 の右 手 に は"処 女 た ち の燈 火"と 祈 る姿 の人 物 。 そ の 下 の 三 角 帆 の

舟 と大 魚 とは 予 言 者 ヨナ に因 む も の(ヨ ナ書 第 一 章 一 第 四 章)。 そ の 左 側 、 中 央部 に は 、手 を 前

に 伸 ぽ して い る婦 人 像(聖 フ ラ ンチ ェス か?)と 身 を か が め る人物 像 。 右 下 には 、 横 た わ る黒 衣 の

司 祭 とひ げ を は や した 聖 ウ ラ ジ ミ.一ル。 山麓 に は三 人 の人 物 の姿 、 そ のす ぐ右 側 に脆 い て 自分 の 首

を 手 に 捧 げ る殉 教 者 とひ れ 伏 した 姿 の一 人 の 人物 が描 か れ て い る。 そ して右 手 の天 空 に は 、 予 言者

を 代 表 す る"火 の 車 と火 の馬 に乗 るエ リヤ"。 これ が この画 面 に認 め られ る主 た るモ テ ィ ー フで あ

る。(2)の 油 彩 画 、(3)の 水 彩 画 、(4)の 墨 に よる デ ッサ ンへ と 目を 移 して い く と き、 い わ ゆ

る非 対 象 化 の過 程 、 そ の 変 化 の 様 子 が 明 らか に な る。 一 見 した と ころ 、 ラ ッパ と下 辺 の土 披 しか そ

の跡 を とどめ て い な いか にみ え る のだ が 、 前 紀 の モ テ ィー フを 記憶 して い る 目に は、 天 使 の輪 郭 、
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山 と崩 れ 落 ち る教 会 の塔 の あ る城 塞 、 予 言 者 エ リヤ、 三 角 帆 な どの 痕 跡 を 識 別 す る こ とが で き るの

であ る。 と こ ろが 、(5)の 墨 に よ るデ ッサ ン とな る と、 困惑 して しま う。(4)の 画面 とは 、 まる

で異 な っ た形 象 、 あ る い は モ テ ィ ー フが 登 場 して い るか らで あ る。(5)に は 鉛 筆 に よる、 これ と

殆 ど 同 じ布 置 、構 図 の デ ッサ ン(GMS437)が あ るが 、 これ らが 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿》 の た め の

デ ッサ ン とい う ご とに な る と、(1)か ら(4)ま で の習 作 と、 どの よ うな 繋 が りが あ る のだ ろ う

か 。彩 しい点 数 の画 稿 類 を 調 査 したJ・ アイ ナ ヒ ーは 、つ ぎ の よ うに 述 べ て い る。《コ ンポ ジチ オ ー

ソ皿 》 が 制 作 され る ま で に は 、 「少 な く と も、 鉛 筆 に よる もの、 ペ ンや筆 に よ って 、 墨 で描 か れ た

もの 、 部 分 的 に 水 彩 を使 用 した もの な ど、 二 十 一 枚 の ス ケ ッチ と、 油 彩 に よ る十 枚 以上 の 習作 な い

し下 絵 が 存 在 す る。」 そ して つ け 加 え て 、 「これ らの習 作 の類 が 、 ご く稀 に しか 仕 上 げ られ た 油 彩 画

《コ ンポ ジチ オ ー ンW》 と似 て い な い こ と、 あ る い は そ の一 部 しか 類 似 点 が 認 め られ ぬ こ とは 、 奇

異 な感 じが す る。 画 家 自身 が'〈コ ンポ ジチ オ ー ン皿 の ため に〉 と書 き添 えて い るに もか か わ らず 、

そ れ ら の作 品 が す べ て 完 成 した 作 品 と関 連 づ け る こ とは で き な い、 とさ え言 え る の で あ る」 と注lo。

と こ ろ で 、 当面 して い る問 題 に つ いて は、 どの よ うに 考 え た ら よい の か。(4)以 前 の 《最 後 の 審

判 》 の系 譜 は(5)の デ ッサ ンに よ って継 ち切 られ た、 と考 え るべ き で あ ろ うか 。 私 は 、 こ こに 断

絶 が あ る とは考 え な い 。 そ の 変 化 は 、 方 向転 換 で は な く、 《最 後 の 審 判 》 の 系 譜 の上 に幾 つ か の黙

示 録 的 主 題 が重 ね 合 わ され て ゆ く、 そ の意 味 で一 つ の 展 開 と解 釈 で き る と思 う。《コ ンポ ジチ オ ー

ン皿 》 の制 作 以 前 に仕 上 げ た 大 作 《コ ンポ ジ チ オ ー ン皿》("ノ ア の洪 水")、 そ れ につ いで 描 か れ た

《小 さ な喜 び 》、 さ らに一 九 一 二 年 に 集 中 して 生 まれ て い る前 記 の 《愛 の 園 》、 これ ら のす べ て が 、

一 つ の 《コ ンポ ジ チオ ー ン》 に 結 集
、集 大成 して ゆ く、 そ の た め の一 つ の試 み と して ス ケ ッチ が 、

こ の(5)の 墨 に よ るデ ッサ ン とな った と考 え られ る。 そ こで、 この デ ッサ ンの モ テ ィー フの 分 析

に先 立 ち、 《コ ソポ ジ チ オ ー ンW》 の な か に 認 め られ る 、先 に 触 れ た もの 以 外 の モ テ ィー フを 指 摘

し、 つ い で 《小 さな喜 び 》 の そ れ を 列 挙 して お こ う。 《愛 の 園 》 に つ い て は 、 す で に述 べ た の で 、

こ こ では 更 め て採 り上 げ な い。

一
、《コ ンポ ジ チ オ ー ソW》 の補 足 。画 面 中 心 よ りや や 下 に 、線 書 きに よる 《騎 手 》。右 画 面 に"一

組 の男 女"と そ れ に 重 切 す る三 角 形 の モ テ ィ.一フ。

二 、《小 さな 喜 び 》(図33)。"崩 れ落 ち る教 会 の あ る"二 つ の青 き山。三 人 の騎 馬 像 。大 波 と波頭 、

奇 岩 。 一 組 の男 女 。"ボ ー トを 漕 ぐ人 び と"。 森(手 前 の 山麓 右 手)。 虹(「 神 の 契 約 」 の しる

し)。

これ らの各 主 題 と、 さ らに 《愛 の 園 》 を形 成 す るモ テ ィ ー フ相 互 の間 に、 多 くの重 複 が あ る こ と

は 明 らか で あ ろ う。 そ して そ の 殆 どが 、 問題 の 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿 》 のた め の墨 に よる ス ケ ッチ

に見 出 され る の で あ る。 そ の 一 つ 一 つ を 指摘 す る まえ に 、 この ス ケ ッチ の 明 らか に部 分 図 と判 断 さ1

れ る 《水彩 画 》(無 題)が 二 点 あ る。 一 点 は ミュ ソ ヒ ェソ市 立 美 術館 に(図34)(GMS356)、 他

の一 点 は グ ッゲ ンハ イ ム美 術 館 の コ レ クジ ョソ中 にあ り、 両者 は 、一 見 した と ころ 同一 作 品 と見 違

え るほ ど類 似 して い る。 後 者 は㌧、 美 術 館 の カ タ ログで は 一 九 一 四年 頃 の 作 と され て い るが 、 こ の二
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点 の 《水 彩 画 》 を 前 記 の ス ケ ヅチ と比較 すれ ば、 この制 作 年 代 の 推 定 が 誤 りで あ る こ とは 確 か で 、

ま さ し くこの ス ケ ッチ の 右 半 分 の部 分 図 、 した が って ス ケ ッチそ の もの よ りも以前 に描 か れ た 習 作

とみ られ る。 とこ ろで これ ら二 点 の 水 彩 画 の テ ー マは"ノ ア の洪 水"の 根 源 、つ ま り、創 世 記 に 「此

日に 大 淵 の源 皆潰 れ 天 の 戸 開 け て雨 四 十 日四十 夜地 に 注 げ り」(第 七 章一 一 、 一二 節)と あ る 、 そ

の 状 景 の 描写 な の で あ る。 画 面 の 中心 に は 「天 の戸 開 け て」 い る さ まが描 か れ 、 そ れ に 二 つ の ラ ッ

パが 重 な る形 で 加 え られ て い る。 そ の下 に は 、野 辺 に つ な が る 巨大 な堰 、 そ して二 重 の大 波 が認 め

られ 、 左 上辺 に は 崩壊 し水 没 せ ん とす る教 会 の建 築 物 が略 画 され 、 画 面 全体 が漆 黒 の 空 か ら注 ぐ雨

で 煙 らて い る。水 彩 画 と墨 に よ るデ ッサ ソ とで は、手 法 の違 い の あ る こ とは 当然 で あ るが 、モテ ィー

フは 文 字 どお りそ の ま ま写 され て い る とい って も差 し支 え な い。 さて 更 め て墨 に よる ス ケ ッチ の 画

面 に 認 め られ るモ テ ィ ー フを 検 討 して み よ う。画 面 右 半 分 は 《水 彩 画 》 の モ テ ィー フが そ の ま ま引

きつ が れ て い るが 、 そ の下 に は"ボ ー トを漕 ぐ人 び と"と 奇 岩 ない しは"溺 死 す る人"の 姿 が重 切

して お り、 「天 の戸 」 よ り中央 寄 りに は 、 《最 後 の審 判 》 の系 譜 に属 す る 《コ ソボ デ ィチ オ ー ンW》

の た め の デ ッサ ソ(水 彩 画)(GMS135)の 右 上 辺部 の モ テ ィー フ、す なわ ち 、漆 黒 の雲 とラ ッパ 、

そ れ に"予 言 者 エ リヤ"を 示 す 三 条 の線 を 除 い た そ の地 塗 りの部 分 が 、 そ の ま ま に採 り入 れ られ て

い る。それ に新 た に 、そ の雲 あ る いは 闇 空 か ら噴 出 す る よ うに 見 え る複 数 の 曲 線 が加 わ って い るが 、

これ は"虹"を 示 した もの と考 え られ る。 画面 中央 に は三 角 帆 と波 も認 め られ る。 そ の 下方 寄 りの

部 分 に は 、"二 重 の大 波"、 三 角形 と重 切 す る"一 組 の 男女"の モ テ ィー フ。 す ぐそ の上 に は三 本 の

線 の み で描 か れ た"騎 手"(《 小 さ な喜 び》 に も現 わ れ る)。 そ して 山 を示 す形 の上 には"垣 根 状 の

三 本 の 波 状 線"が あ り、 そ れ と山 の稜 線 の あ い だ に は 、真 ん 中 に斑 点 の あ る一 つ の円 、 それ と交 差

す る一 本 の 線 、 これ は 《愛 の 園 》 な どに 描 き こ まれ て い る"生 殖"を 暗 示す る象 徴 で あ る。 そ の左

上 、 画面 の 左 上 隅 に は"蛇"を 思 わ せ る異様 な形 状 の もの が突 出 し、 そ れ に長 い 槍 の よ うに太 い 直

線 が 突 き さ さ って い る。 この よ うに 見 て くれ ば 、 こ こに は 、一 九 一 二 年 以 降 に カ ソデ ィ ンス キ ーが

描 い た 作 品 中 の モ テ ィ ー フが 、 殆 ど全部 登場 して い る と言 って よい ので あ る。 そ して これ らが 《コ

ソポ ジチ オ ー ン皿 》 の 画 想 に と って 、 そ の 基礎 的 な モ テ ィ ー フ群 とな るわ け で、 これ 以後 の習 作 、

画 稿 は 、 この 墨 に よ る ス ケ ッチ(5)の さ らな る展 開 と ヴ ァ リエ ー シ 。ン、 と言 うこ とが で き る。

つ ぎ に、 《コ ンポ ジ チ オ ー ン皿 》 の作 品 系 譜 の な か で 、 と くに 顕 著 な モ テ ィー フお よび 構 成 上 の 変

化 を 示 す 点 に 限 って 、 作 品 相 互 の 比 較 検 討 を試 み よ う。

(5)と(6)の 相 違 点 。 右 画 面 に 《復 活 》 の モ テ ィー フが加 わ った こ と。 す な わ ち 、"蘇 りの

人"(殉 教 者)と"繭 状 で布 で 巻 か れ た 三 つ の遺 体"("蘇 り"を 待 つ 者 た ち)が 新 た に 現 わ れ た こ

と。 そ して中 心 部 に"的 の形 を した"同 心 円 の形 状 、 そ れ に二 本 の"矢"と 喫 形 とが一 体 化 した 状

態 で 描 か れ て い る こ と。 漆 黒 の 雲(?)の す ぐ右 側 に 黒 い 条線 が交 叉 して い る朱 色 の楕 円形 が 姿 を

現 わ した こ と。 下 辺 の"ボ ー トを 漕 ぐ人 た ち"の オ ー ルが 姿 を 消 した こ と、 な ど。

〈6)と(7)と の 相 違 点 。 顕 著 な の は 構 図 の 変 化 で あ る。(7)、(8)で は、 右 上 隅 に 画面 全

体 を 貫 流 す る エ ネ ル ギ ー源 が位 置 づ け られ 、 そ れ が 楯 、 あ るい は ロ シア語 の(大 文 字 のぺ)字 形 の
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二 つ の 組 み 合 せ で示 され 、 対 角 線 的 な構 成 が 明確 に な って きた こ と。 右下 の"蘇 りの人"が 円孤 で

包 まれ 、 油 彩 の場 合 に は、 シ ャボ ソ玉 の よ うな 多彩 な量 で包 まれ 、 そ の た め下 辺 の 曲線 が(6)と

は逆 に、 中心 に 向か って 弧 を 描 くよ う.にな って い る。

と ころ で、 多 数 描 か れ て い る 《コ ソポ ジチ オ ー ンvr》 の た め に 画稿 類 の なか に、 画 家 自身 の 手 で

ナ ンバ ー を記 入 した もの が 、 現 在七 点遺 って い る。 精 細 に 観 察 す れ ぽ 、水 彩 画 を含 む これ ら七 点 の`

デ ッサ ンが、 《コ ソポ ジ チ オ ー ン》 の最 終 的 画 想 を 描 い た もの で あ る こ とが 判 明 す る。 前 記(6)、

(7)の デ ッサ ソも、 これ に属 す る。 と くに(7)、 す なわ ち 《コ ンポ ジ チ オ ー ンW》 の た め の 墨

に よ るデ ッサ ン(GMS372)は 、以 後 の制 作 に決 定 的 な 役 割 を もつ もっ と も基 本 的 な 画 稿 で あ り、

《コ ン ポ ジ チ オ ー ンW》 の原 型 と言 っ て も差 し支 え な い。 この 原 型 を さ らに略 画 した もの が 二 点

(GMS373,375)、 そ れ 以 外 に 、 中心 部 の"的"の 形 を した"同 心 円お よび二 本 の矢"と"懊 形"

のみ を描 い た もの二 点(GMS374,137)が ナ ソバ ー記 入 の作 例 に入 る。 後 者 の モ テ ィ ー フに 、 画

家 が 腐 心 した こ とが 、 これ か ら も窺 え る の で あ る。 こ の モ テ ィー フが何 を意 味 す るか は 後 で 述 べ る

こ とに して 、(10)の 水 彩 画 に つ い て は 、 一 言 触 れ て お く必 要 が あ る 。 これ は 、"KANDINSKY

1910"の 年 紀 が あ る作 品 で 、カ ンデ ィ ンスキ ーの 最 初 の抽 象画 と して広 く知 られ て い る もの で あ る。

しか し 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿》 の系 譜 に した が っ てそ の位 置 づ け を試 み る と き、 こ の水 彩 画 は 、 前

記(8)の 墨 に よ るデ ッサ ンの 水彩 に よ る表 現 の試 み 、 とみ る こ とが で きる の で あ る。 そ れ ゆ え 作

品 の制 作 年 代 は 、 一 九一 三 年 とい うこ とに な る。 水 彩 画 に署 名 す る際 、 画 家 は の サ イ ンを す る の

が 一 般 的 で 、 この絵 の よ うに フル ネ ー ム の署 名 が あ る作 品 は 、 私 が 調 査 したか ぎ りでは これ 以 外 に

《赤 い斑 点 》(一 九 一 一)、 《円 のな か に 》(一 九 一 一)の 二 点 が あ り、 しか も それ は 同一 の イ ン クペ

ンで 書 き され 、年 紀 の字 体 も全 く同 じで あ って、 同 じ時 期 に 、 す な わ ち 、一 九 三 三 年 以 降 の 或 る時

期 に パ リに お い て 自家 用 カ タ ロ グ作 成 の 際 に、 記 入 され た もの と判 断 して い る。 上 記 の年 紀 は 、 そ

の際 に お け る画 家 の記 憶 違 い に よる もの と しか 考 え られ な いの で あ る。

最 後 に 、《コ ンポ ジ チ オ ー ンW》 の た め に 油 彩 に よ る習 作 の み を採 り上 げ よ う。(8)と(12)と

の相 違 点 。"蘇 りの人"が 姿 を 消 して い る こ と。"一 組 の男 女"の モ テ ィ ー フが影 を潜 め て しま った

こ と、 そ れ に 中 心 の"的 の よ うな"同 心 円 が 多彩 に な って い る こ とな どが 指摘 で き る。 そ れ よ りも

大 き な変 化 は 、"一 組 の 男 女"の モ テ ィ ー フの 省 略 もこれ に関 連 す る と思 わ れ る が 、画 面 の下 辺 両

サ イ ドの部 分 が、 しだ い に中 心 方 向へ と収 敏 され て ゆ く傾 向 が 見 られ る こ と、そ の結 果 、中心 の"的

の よ うな"同 心 円 を通 る右 上 隅 か ら左 下 辺 に至 る対 角 線 を 軸 と して 、楕 円状 に旋 回 す る構 成 が 、 一

段 と 明瞭 に顕 わ れ て い る点 が 指摘 で き る。 色 彩 は 、 全 体 的 に 沈 静 化 の 傾 向 を み せ て い る。(12)と

(13)の 相 違 点 。(11)ま で の習 作 に 見 られ た 一 つ に の モ テ ィー フ、す な わ ち 、左 上 辺 に あ った 巨

大 な 蛇 の ご と き形 状 が、 こ こで は じめ て 消滅 して い る こ と。"一 組 の男 女"の モ テ ィ ー フの再 登 場 。

中 心 の"虹"の よ うに 多彩 な"的 の形"の 同心 円 の色 環 が 、 画 面 の 上 端 に 移 され"的 の よ うな"同

心 円の 形 状 に形 態 、色 彩 の 点 で変 化 が現 れ て い る こ とな どが挙 げ られ る。

こ う した 変 容 を み せ なが ら、(15)を 経 て(16)の 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿》 に仕 上 げ られ るの で
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あ るが 、 な お そ の 間 に 、 中 心 の モ テ ィー フ につ い て 繰 り返 しス ケ ッチ が試 み られ てい る こ とは 注 目

に値 す る。(14)の 水彩 に よ る部 分 習 作 の ほ か に 、 油 彩 に よ る もの 、 墨 に よ るデ ッサ ソな ど、 少 な

く とも四 点 の習f乍が 現 存 す る(GMS136,374,375等)。 さ らに"的 の よ うな"同 心 円の 彩 色 に つ

い ての 実 験 、一 種 の"色 合 わ ぜ の試 み が 、これ とは 別 に 行 われ て い る(GMS445,446,516)(図

35参 照)。 これ らの事 実 か ら推 して 、 この 中心 の モ テ ィー フ、 一 言 で言 えば 、"的 状 の二 本 の 矢 、 ラ

ッパ の 組 み 合 わ せ 記 号"と で もい うべ き モ テ ィー フに 、 カ ンデ ィ ンスキ ーが 格別 の注 意 を 払 って い

る こ と、 した が って 、 この モ テ ィ ー フの もつ 意 味 の重 要 さが 察知 で き る。 私 は 、 い ま、"的 状 の虹"

と い う表 現 を 用 い た が 、 この モ テ ィー フの 由来 は 「視 よ、 天 に御 座 設 け あ り、そ の御 座 に 坐 した ま

ふ 者 あ り、 そ の坐 し給 ふ もの の 状 は碧 玉 ・赤 焉 璃 の ご と く、 か つ御 座 の 周 囲 に は緑 玉 の ご とき虹 あ

りき。」(ヨ ハ ネ 黙 示 録 第 四章 二 節 一 四 節)と あ る、 そ の虹 で あ る。 この種 の虹 の表 現 に は 、 す

で に触 れ た クラナ ッハ(父)の 『堕 罪 と救 済 の寓 意 』 にそ の 先例 が あ り、 そ の詞 書 に は 「虹 と裁 き」

と あ る。"ラ ッパ"は 同 じ く黙 示 録 の 「視 よ、 天 に 開 け る門 あ り。 初 に 我 に 語 るを 聞 き しラ ッパ の

ご とき聲 い ふ 『こ こに 登 れ 、 我 この後 に お こるべ き事 を 汝 に示 さん』」(第 四 章一 、二 節)と あ る、

そ の 「ラ ッパ」 で あ る。 した が っ て前 記 の 中心 の モ テ ィ ー フは 、"裁 き主 の 来 た る"こ とを 象 徴 的

に表 現 した もの と解 釈 で き る。 これ に加 え られ た"二 本 の 矢"、 そ れ は 一 体 ど うい う意 味 を もつ の

で あ ろ うか 。 この 問 題 は 、 後 に述 べ る こ と と して、 《コ ンポ ジ チ オ ー ン皿 》 そ の もの の 特 徴 に つ い

て、簡 単 に述 べ て お きた い。まず 中心 部 に 、主要 な モ テ ィー フが 集 中 的 に纏 め られ て い る こ と、"虹:"

の架 け 橋(?)が ふ た た び 描 か れ て い る こ と、 そ して左 下 の隅 に 明確 に"ボ ー トを漕 ぐ人 び と"の

モ テ ィー フが 再 登 場 して い る一 方 、 中央 下辺 に描 かれ て いた"溺 れ る人"と 重 切 した形 の 同 じモ テ

ィー フが ～色 斑 の痕 跡 を 残 して 消 え て し ま って い る こ と、 な どが 指摘 で きる。 中心 の"的"の 脱 色 、

多 彩 な 同心 円 の 分 離 と、"ボ ー トを 漕 ぐ人 び と"の モ チ ィー フ の重 切 的 描 写 か ら の分 離 独 立 とは ＼

この完 成 作 にお い て 軌 を 一 に す る もの の よ うに考 え られ 、 また 同 時 に 、前 述 した 対 角線 構 成 の強 化

に も役 立 っ て い る よ うに思 わ れ る。 色 彩 は(13)の 油 彩 に よ る習 作 よ りも、 さ らに 冷却 の度 を増 し

て い る。 こ の 《コ ンポ ジ チ オ ー ソ》 の 主 題 の激 しさゆ え に、 か え って画 家 は 、 で き るだけ 色 彩 に伴

う刺 激 の強 さを 抑 え てい るの で あ る。

《コ ソポ ジ チ オ ー ソ皿 》 の 「出 発 点 」 な い しは 「動 機 」 とな った 裏 ガ ラス絵 《最 後 の審 判 》 か ら

完 成 まで に到 る過 程 は、 この作 品 が 、 ま さに カ ソデ ィ ンス キ ー のい わ ゆ る 《コ ンポ ジチ オ ー ン》 そ

の もの の典 型 で あ る こ とを 示 す 。 《最 後 の審 判 》 の モ テ ィー フに"ノ アの 洪 水"、"愛 の園"、 そ して

《小 さな喜 び》の モ テ ィー フが組 み 合 わ され 、対 立 させ られ 、あ るい は重 複 しな が ら、しだ い に 《コ

ンポ ジチ オ ー ン皿 》 が ま さ し く 《作 曲》 され て ゆ く。 この"作 曲"の 完 成 で あ る 《コ ンポ ジチ オ ー

ン皿 》の 主題 、そ れ は 何 で あ った の で あ ろ うか 。 これ につ い て 、つ ぎの よ うに 言 え るで あ ろ う。《コ

ンポ ジチ オ ー ン皿 》 の主 題 は、そ の カ タ ス トロ ー フの本 質 炉"最 後 の 審判"の イ メ ージ に よっ て も、

"大 洪 水"の そ れ に よ
って も カ ヴ ァー し切 れ な い 、 よ り普遍 的 で宿 命 的 な 「世 界 劇 」 で あ った の で

あ ろ う、 と。恐 ら くは 、 カ ソデ ィ ンス キ ー 自身 が 《コ ソポ ジチ オ ー ンW》 に 触れ て述 べ て い る"大
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き な没 落"に して"没 落 に つ づ く新 た な発 生 の 頬歌"の 表 現 、 で あ っ た の で あ ろ、 と注11。だ が 、

この 抽 象 的 な 大 画面 か ら、何 を根 拠 に こ う した 主題 を 推 定 で きる で あ ろ うか 。この 《コ ソポ ジ チ オ ー

ン》 の 「出発 点」 とな った 裏 ガ ラ ス絵 《最後 の審 判 》 に は、 《コ ンポ ジ チ オ ー ンV》("復 活")に お ・

け る と同 じ よ うに、.山 頂 に 白馬 に 跨 る騎 士 の 姿 が認 め られ るが 、・これ は 救 世主 キ リス ト(ヨ ハ ネ黙

示 録 第 十 九章 十 一 節)で あ り、 エ リヤは 、 救 世 主 が地 上 に来 る とき、 そ の 前 に 現わ れ る予 言 者 で あ

る。 こ こに は裁 き と同時 に救 済 が あ る。 実 は 、 これ と同 じ意 味 が 《コ ンポ ジチ オ ー ン皿 》 に も籠 め

られ て い るの で あ る。 二 本 の矢 が 貫 い て い る的状 の 虹 と ラ ッパ の記 号 的 な 組 み 合 わ せ が、 そ れ を 象

徴 的 に表 現 して い る の で あ る。"的 状 の虹"と"ラ ッパ"に つ い て は す で に 述 べ た 。 そ の示 唆 を 、

カ ンデ ィンス キ ー 自身 「ミュツ ヘ ン画 壇 便 り」 を 寄稿 して い る ロシ ア象 徴 派 の 文 芸 美 術雑 誌rア ポ

ロ ン』 創 刊 号(一 九 〇 九)の 扉 絵(図36)に 負 うて い る と考 え られ る。"二 本 の矢"・は 、"い まふ た

た び の神 の怒 りが 鞄 上 に下 ら ん!"と の 意 。 一 方 、"虹"は"神 の 恕 し"を 示 す 「神 の 契 約 」 の表

現 で もあ る。 画家 が、 こ の象 徴 的 表 号 の 構成 に い か に工 夫 を凝 ら してい るか を 想 い起 こす とき、 そ

して この 記 号 がつ ね に画 面 の中 心 に 定 着 して い る点 を併 せ 考 え る とき、 そ の 意 図 が ど こーに あ った か

を 窺 い 知 る こ とが で きる。「芸 術 家 は 語 るべ き何 か を もた な けれ ば な らぬ 」とす る カ ンデ ィ ンス キ ー。

予 感 され る 物 質 主 義 文 明 の カ タ ス トロ ー フの うち に"新 生"一 「精 神 の 王 国 」 の

到 来 の 兆 しを 認 め る画 家 の 精 神 的 志 向 が 、 こ の作 品 に も顕 われ て い るの で あ る。 彼 の いわ ゆ

る 「蔽 い か くされ た もの 」、 「隠 され た 構 成 」 を 通 して。 だ が 、 い くつ か の 象 形 文 字 に よる 内

奥 に秘 め られ た 一 意 識 解 読 へ の道 を残 しなが ら 一 。

最 後 に 、 カ ンデ ィ ンス キ ー の この期 の 抽 象 絵 画 を 通 し、 こ とに 《コ ンポ ジチ オ ー ン》 を含 め て そ

の主 要 な 作 品 に認 め られ る大 きな特 徴 、 精 神 的 傾 向 と もい うべ き もの につ い て、 述 べ て お きた い。

そ して これ また 、 そ の絵 の主 題 を構 成 す る種 々の モ テ ィー フ とそ の扱 い方 に現 わ れ る よ うに 思 う。

そ の一 つ は、 と くに 《小 さな喜 び》 に見 いだ され る"崩 れ 落 ち る教 会 の あ る 山"、"傾 く教 会 の あ る

城 塞"、 こ の二 つ が 、 一 つ の 画面 に描 か れ て い る点 であ る。 こ の作 品 も、 裏 ガ ラス絵 《陽光 に溢 れ

た(風 景)》(一 九 一 〇)(GMS120)が 元 に な って 、 少 な くと も油 彩 、 水 彩 を 含 め て 四点 の 習作 を

経 て仕 上 げ られ た 作 品 で あ る。こ こで指 摘 で き る こ とは 、作 品 の構 図 の変 化 は 殆 ど認 め られ な いが 、

彩 色 の点 では 、 出 発 点 と完 成 作 品 とでは 、 全 然 異 な る とい うこ と、 つ ま り本 来 の 主 題 が 、軽 妙 、快

活 な 内容 か ら、 重 圧 、 沈欝 、 さ らに は悲 劇 的 印象 を す ら与 え る もの に変 容 してい る こ とで あ る。 先

に挙 げ た モ テ ィ ー フ、 す な わ ち、"三 人 の騎 馬 像"、"一 組 の男 女"、"ボ ー トを漕 ぐ人 び と"は 、 山

野 を駆 け め ぐ り、散 歩 を し、舟 遊 び を 楽 しむ とい う"小 さな 喜 ぴ か ら、"黙 示 録 の騎 手"、"原 罪"、

"ノ ア の方 舟"に 変 わ る
。 変 わ る、 とい う よ りは、 二 つ の イ メ ー ジが一 つ の モ テ ィー フに 重 な って

い るの で あ る。 ここ には ふ た た び 黙 示録 的 内 容 が登 場 して い る。 画 題 《小 さな喜 び》 は く した が っ

て"大 きな 喜 び"、 す な わ ち 、 「新 し き精 神 の王 国 」(「神 の 国 」)の 訪 れ に 対 す る言 葉 と して 用 い ら

れ て い るの で あ り、 画 面 は、 地 上 の"小 さな喜 び"(複 数 の形 で 示 され て い る)が い まや 失 せ ん と

す る終 末 の状 況 の表 現 であ って 、 しか もそれ が単 純 に破 滅 に終 るの で な く、 神 の救 い が 必 ず あ る こ
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とを 、"虹"に よ って 示 して い るの で あ る。 色 彩 だ け につ い て言 えぽ 、 春 の陽 光 が秋 の落 日、 む し

ろ残 照 に 変 じて い る。 こ こで 先 に 触 れ た二 つ の教 会 、す なわ ち、遠 く彼 方 の"崩 れ落 ち る教 会"1と 、

手 前 の珍 し く純 幾 何 学 的 な形 態 のみ に よ り構 成 され た"傾 く教 会"、 これ を 併 せ 考 え る とき、 この

二 つ の 教 会 が格 別 の意 味 、 つ ま り特定 の教 会 で な いか と想 像 され るの で あ る。 彼 方 の、 い わ ぽ"歴

史 の 雲"で 包 まれ た"崩 れ 落 ち る教会"は ビザ ンチ ウム教 会 の崩 壊 を 、画 面 中央 の"傾 く教会"は

ロー マの 教 会 を 暗示 して い るの で は な か ろ うか 。 い ま更 め て カ ソデ ィ ンス キ ーが ロシ ア人 で あ り、

「敬 慶 な ロシア正 教 会 の信 者 」 で あ った こ とを想 い起 こす 必 要 が あ る。 結 論 か ら先 に 言 え ば 、 そ こ

には"第 三 の ロー マ、 モ ス ク ワ"の 思 想 が 顕 わ れ て い る、 と考 え られ るの で あ る。 「二 つ の ロー マ

が 崩 壊 して 消 え失 せ た。西 の ロー マ と東 ローマ と。天 は モ ス ク ワに 、第 三 の ローマ た る位 置 につ け 、

と命 じた 。 第 四 の ロー マ は決 して あ りえな いで あ ろ う注12。」 これ は 、 十 六 世 紀 の半 ぽ 、 コ ソス タ ン

チ ノ ー ブル 陥落 後 、 プ ス コ フの修 道僧 フ ィ ロテ オ スが 告 げ た 言葉 で あ るが 、 これ が のち の ち に 至 る

まで 、 ロ シア知 識 人 の うちに も、 そ の 思想 の底 流 とな っ て脈 々 と流れ 、 今世 紀 の初 頭 まで 受 け つ が

れ て ゆ く。 カ ンデ ィ ンス キ ー も また 、 この 思想 の系 譜 に属 して い るい るわ け で あ る。 この 点 で は 、

《コ ンポ ジチ オ ー ンV[》(黙 闘 い")の 表 現 、 ク レム リソ(?)を 思わ せ る東 方 教 会 の優 勢 の表 現 に 、

同 じ思 想 を 窺 うこ とが で き るで あ ろ う。 さ らに"ボ ー トを 漕 ぐ人 び と"の モ テ ィー フが しぽ しぽ認

め られ る こ とは 、 一 々作 品 に当 た っ てみ る ま で もな い が 、 《コ ンポ ジ テ ィオ ー ンW》 、 《コ ンポ ジチ

オ ー ンU》 に も、 そ の左 下 辺 に 、 明 瞭 に看 て とる こ とが で き る。 しか もそ の いず れ の場 合 も、 習作

の段 階 で は 、 画面 の なか に他 の モ テ ィ ー フ と と もに混 在 して い た もの が 、最 終 の段 階 に お い て 、他

のモ テ ィ ー フが 「隠 され た 」 形 で 抽 象化 の度 が進 め られ てい るの とは 逆 に 、む しろ相 対 的 に は 具 象

的 な 形 を とっ て描 き こ まれ て い る の で あ る。 この モ テ ィ ー フは 、 前 に も述 べ た よ うに 、"裁 き"の

とき に備 え るべ し、 との 象 徴 で あ る(マ タ イ伝 第 二 十 四 章 三 十 七 節 三 十 九 節)と 同 時 に 、 カ

ンデ ィ ンス キ ーが ロ シア人 で あ る こ とを示 す 、 い わ ば"花 押"と も考 え られ る の で あ る。"ロ シア

人"を 意 味 す る 「ル ス」 あ る い は 「ル ー シ」 の語 源 は、 バ ル ト ・フ ィ ソ人 の"routshi"(ル オ ツ ィ)

か ら派 生 した もの で 、 そ の原 義 は 「漕 ぎ手 」 の意 味 であ る注13。つ ま り、 あ の"大 洪 水 に も、"最 後

の審 判"に も、 この"漕 ぎ手"は 大 波 に さ らわ れ る こ とな く健 在 とい うわ け で 、 これ は 新 しき"ノ

アの 方 舟"に 当 る。 以上 二 つ の モ テ ィー フの扱 い を綜 合 す る とき、 そ こに は ロ シア入 特 有 の 紹 命観

が は っ き りと浮 か び上 が って い る。 この 時 期 は 、 カ ンデ ィ ンス キ ーの い わ ゆ る 「ロ シア のエ キセ ソ

ト リッ クな要 素 が 反 映 して い る」 時期 で は なか った か 注14。彼 は 『回 想 』 の ロシ ア語 版 『道 程 』(一

九一 八)の な か で 、 ミュ ン ヒ ェ ン在 住 中 自分 を訪 ね て きた ドイ ツ人 や そ の 他 の 国 々の人 が、 異 口同

音 に 「救 い は 東方 よ り来 る 」 とい う こ とへ の 信仰 を表 明 した 旨、 書 き しる して い る注15)。カ ソデ ィ

ンス キ ー の こ の時 期 の芸 術、 そ して思 想 を 貫 くもの が 、 ロ シア ・メシ ア ニ ズ ムで あ った こ とを示 唆

す る一 文 と して、 受 け と る こ とが で き るで あ ろ う。
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前 掲 、W・ カ ン デ ィンス キ ー、 『回 想 』(拙 訳)、49頁 。

「図版 」 に つ い て 。KKは カ ンデ ィ ンス キ ー 自身 の整 理 した カ タ ロ グ中 の ナ ソバ ー を 示 し、

GMSは 、 ミ ュ ン ヒ ュ ンの レ ソバ ッハ ハ ウ ズ の ガ ブ リエ ー レ ・ ミュ ン タ ー財 団 所 蔵 の作 品整

理 ナ ンバ ー であ る こ とを 示 す 。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 にか け て の ヨー ロ ッパ 画 壇 は 、印 象派 、後 期 印 象派 、ア ー ル ・ヌー ボ ー、

ユ ー ゲ ソ ト ・シ ュテ ィール 、 フ ォ ー ヴ ィズ ム な ど、 多 彩 な芸 術 運 動 の 渦 中 に あ った 。1896年 に ロジ

アか ら ミュ ンヘ ンに移 住 した カ ンデ ィ ンス キ ー も、 当然 これ ら の動 向 か ら大 きな 影響 を受 け るが 、
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や が て独 自 の非 対 象 絵 画 の道 を 拓 き、 抽 象絵 画 の 先鞭 をつ け る こ とに な る。 本 論 文 は 、 カ ソデ ィ ソ

ス キ ー の こ の非 対 象絵 画 形 成 の歩 み を 辿 りな が ら、彼 が特 異 な世 界 を 開 発す る こ と とな った そ の背

景 に、 ロシ ア 人 に 固有 の終 末 論 理 解 の存 す る こ とを究 明 し、終 末 論 的 な 宗教 メ ッセ ー ジ の伝 達 に 関

して 生 じる形 象 の 隠 蔽 が 、 カ ソデ ィソス キ ー芸 術 に お け る抽 象 化 を 誘 うこ とに な った 、 と説 く。

論 文 は 「序 に代 えて 」「前 篇 」「後 篇 」rAppendix」 か ら成 る が、非 対 象 化 の生 じた1908年 か ら1914

年 ま での 作 品 を 分 析 して い る 「後 篇 」が 、量 的 に も全 体 の3分 の2を 占 め て、本論 文 の 中核 を なす 。

「序 に 代 え て 」は 、論 者 の研 究上 の失 敗 か ら語 り起 こ し、 カ ンデ ィ ンスキ ー研 究 の特 異 性 に触 れ 、

合 わ せ て 、 彼 の所 属 して いた モ ス ク ワの レー ピ ン門下 の事 情 と、i896年 に移 住 して入 門 す る こ とに

な った ミュ ソヘ ンの ア ズベ 塾 の 事 情 とを 紹 介 す る。 こ こで は、 カ ンデ ィ ンス キ ー の作 品 理 解 に 関 し

て、 特 に 彼 が ロシ ア出 身 の芸 術 家 で あ る点 に 注 目 しな けれ ば な らな い こ とを、 予 告 的 に 強 調 す る。

「前 篇 」 は 、1901年 に美 術 集 団 フ ァラ、ソ クス を 組織 す る に至 る まで の カ ソデ ィ ソス キ ーの 履 歴 を

述 べ た あ と、1900年 か ら1907年 まで の カ ンデ ィ ソス キ ー の初 期 の 作 品 を 、「風 景 画」 「人 物 の い る風

景 画 」 「木 版 画 」 「リ トグ ラ フ」 「パ リで の 油彩 小 習 作」 の5項 目に分 け て検 討 し、 この 時期 に す で

に対 象 的 要 素 を隠 蔽 す る非 対 象 化 の傾 向 が 認 め られ る こ とを実 証 す る。

「風 景 画 」 につ い て は、1901年 の 《シ ュ ヴ ァー ビ ン ク郊 外 の家 並 》 か ら1903年 ㊧ 《ヴ ェ ネチ ア運

河 》 ま で の10点 の作 品 が対 象 とな るが 、 そ れ らの 作 品 の 中 に、 色 彩 の 組 み合 せ に よっ て対 象 を 超 え

て い くは萌 芽 の認 め られ る も のが あ り、 また 装 飾 的 な 点描 の手 法 を 用 い た作 品 が 含 まれ るな ど、 論

者 は こ こ に非 対 象 化 の予 兆 の存 す る こ と を見 て取 る。

「人物 の い る風 景 画 」 に つ い て は、18点 の 作 品 が 分 析 され る。 こ こで は 、1904年 の 《夕 暮 れ 》 か

ら1907年 の 《多彩 な人 生 》 ま で の作 品 に 特 に ロ シ ア的 な モ チ ー フが 登 場 し、 そ の ロシ ア的 な もの を

表 現 す る に 当 た って点 描 の色 彩 モ ザ イ ク画 に 適 した テ ンペ ラ画 が 用 い られ て い る こ とに 注 目、 色 彩

の み に よる画 面 構 成 へ と近 づ きつつ あ る こ とを 論 証 す る。

「木版 画 」 に つ い て は 、 白黒 の 木版 画 集 《言 葉 な き詩 》(1903年)並 び に 同 時期 の5点 の 多 色 刷

り木版 画 、 及 び 詩 版 画 集 《響 き》(1912年)を 取 り上 げ 、 これ らの 作 品 の 中 に 、 ユ ー ゲ ン ト・シ ュ

テ ィー ル の影 響 の も とで対 象 を略 画 化 して い く試 み を 見 出 して い る。

「リ トグ ラフ」 につ い て は、1901年 の 《フ ァラ ソ クス第 一 回展 の ポス ター》 に 、 ユ ー ゲ ソ ト ・シ

ュテ ィ ール の 強 い影 響 を認 め 、 また、1906年 の 「パ リで の油 彩 小 習作 」 の2点 《サ ン ・クル ー公 園 》

と 《サ ン ・クル ー公 園 騎 馬 姿 が見 え る》 とに は 、対 象 の モ チ ー フ よ り以上 に色 彩 の ハ ーモ ニ ーが

問題 とな って い る こ とを指 摘 して、 これ らの 作 品 が非 対 象化 の道 へ 向 か いつ つ あ る こ とを 述 べ る。

本論 文 の 主要 部 とな る 「後 篇 」 は、1908年 よ り1914年 まで の作 品 を 多 角的 に問 い 、 カ ンデ ィ ンス

キ ーに お け る抽 象 絵 画 の成 立 に、 ロシ ア的 召 命 観 が 強 く働 い て い る こ とを確 認 す る。

先 ず 「プ μ ロ ー グ」 で は、 ミュ ンヘ ン時 代 に カ ンデ ィ ンス キ ーが ミュ ンタ ー と共 に しば しぽ 訪 れ

た ムル ナ ウの 町 の記 述 か ら始 め 、論 者 が こ の町 で 行 な った調 査 とそ れ に 基づ くそ の後 の 考 察 に よ っ

て 、1912年 に創 刊 され た年 刊誌 《青 騎 士 》 の 表 紙 絵 の 青騎 士 が、 ムル ナ ウの町 の ア ーチ を飾 る聖 ゲ
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オ ル クに仮 託 され た ヨハ ネ黙 示 録 の騎 土 で あ る とい う仮 説 を 提 出 す る。

第一 章 「年 刊 誌 《青 騎 士 》 の表 紙 絵 」 で は 、 青 騎 士 を 黙 示 録 の騎 士 と解 釈 す る右 の仮 説 が 、 非 対

象絵 画成 立 期 の全 体 の作 品 連 関 の も とで 実 証 され て い く。論 者 は先 ず 、 この騎 士 を 聖 マ ルチ ソとみ

な す 従前 の グ ロー マ ン、 ア イ ヒネル 、 ル マ シ ォ ン、 ブ リ ッシ ュらの所 説 を逐 一 批 判 し、 聖 ゲ オ ル ク

と認 め つつ 聖 マ ル チ ンの イ メ ー ジを 加 え た もの とい う μ一テ ル ス の説 を手 掛 か りに、 ムル ナ ウの精

神 風土 との関 わ りで生 じる宗 教 的 動 機 を 強 調 して、 聖 ゲ オル ク説 を提 起 す る。 そ の際 に、 カ ンデ ィ

ンス キ ーに生 じた1911年 夏 の 白い 色 に まつ わ る異 常 体 験 を重 視 し、 これ を 同年 に描 か れ た 聖 ゲ オ ル

クの3点 の油 彩 画 の 白の 強 調 と結 び つ け て 解 釈 して い く論者 の洞 察 は 、 明快 で説 得 的 で あ る。 そ の

上 、 更 に 論 者 は 、 《青 騎 士 》 の た め の水 彩 に よ る習 作10点 を検 討 し、聖 ゲ オ ル クの 悪 竜 退 治 と王 女

救 出 の伝 説 の モ チ ー フに 加 え て 、 太 陽 や 月 な ど の天 体 が 描 き込 まれ て い る こ とを発 見 、 聖 ゲ オ ル ク

の 背後 に 、 ヨハ ネ黙 示 録 のイ メ ー ジを 読 み 取 る。 そ して 、非 対 象 絵画 成 立 期 に この表 紙 絵 と前 後 し

て描 か れ た 《コ ンポ ジ チ オ ー ン》 とよば れ る連 作 の7つ の 大 作(1910年 一1913年)の 中 に、 黙 示 録

の騎 士 が描 き込 まれ てい る こ とを 指 摘 し、 この 時 期 に カ ンデ ィンス キ ーの抱 い ℃ い た黙 示 的 な終 末

の 危機 意識 を別 出す る こ とに成 功 して い る。

第 二 章 「《水彩 に よ る最 初 の抽 象 画 》 の成 立年 代 に つ い て」 は、 いわ ゆ る 《水 彩 に よ る最 初 の抽

象 画》 が、 そ の裏 面 に1910年 の年 紀 のあ る こ とか ら、1910年 の 作 と信 じ込 まれ て きたが 、 実 は この

作 品 が1913年 の作 で あ る こ とを論 証 す る も ので あ る。 こ の作 品 を1910年 の作 と考 え 、一 般 に抽 象絵

画 が1910年 を も って始 ま った と語 られ てい るが 、 カ ンデ ィ ンスキ ー 自身 は しぼ しぽ 、1911年 に最 初

の抽 象画 を描 い た と語 ってい る こ とか らぐ カ ンデ ィ ンス キ ー の言 う最初 の抽 象画 が どの作 品 を指 す

か に つ い て も、 同時 に考 察 す る こ とに な る。 論 者 は 、 こ こで 、1910年 か ら1913年 まで の連 大 作 《コ

ンポ ジチ オ ー ン》 の7つ の作 品 を 遂 一 丁 寧 に 分 析 し、 この 連 作 が いず れ も、 ノア の洪 水 、 騎 士 の闘

い 、 死者 の復 活 、最 後 の審 判 な どを主 題 に して い る こ とを 明 らか に し、 西 ロ ーマ教 会(ロ ー マ ・カ

トリ ック教 会)と 東 ロー マ教 会(ギ リシ ア正 教 会)と が 最 後 の 審 判 と と もに崩 壊 した の ち に、 第3

の ロー マ た る モ ス ク ワの ロシ ア正 教 会 が 新 生 の 時 代 を 統 率 す る とい う、 ロ シア ・メ シア ニ ズ ム の終

末 論 を 《コ ソポ ジ チ オ ー ン》 連 作 の 中 に 読 み 取 っ て い く。 そ の 作 業 の 中 で 、 《水 彩 に よ る最 初 の抽

象 画》 を連 作 皿 の た め の習 作 の一 つ に位 置 づ け て1913年 の 作 とみ な し、1911年 の最 初 の抽 象 画 は 、

《即 興20一 馬》 で あ る と推 定 す る。

「イ ソテ ル メ ッ ツ ォ」 と題 され た小 篇 では 、 カ ンデ ィ ンス キ ーの 主 著 『芸 術 に お け る精 神 的 な も

の 』(1912年)の 一 節 が 引 用 され て 、蔽 い 隠 す こ と と顕 わ にす る こ と との組 合 せ に よ る新 しい芸 術

の 可 能 性 が 語 られ 、 また 、 カ ンデ ィ ンス キ ー と神 智 学 との連 関 に も言 及 され る。

第 三 章 「《小 さ な喜 び 》(1913年)よ り 《回 想》(1924年)へ 」 では 、 これ まで 《小 さな 喜 び 》(1913

年)の た め の下 絵 と考 え られ て きた 幾 何 学 的 《デ ッサ ソ》 が 、 実 は 《回 想 》(1924年)の た め に習

作 であ り、 従 って 《デ ッサ ン》 の裏 面 に書 か れ て い る1913年 の年 紀 は 信 じが た い こ とを論 証 す る。

こ の 《デ ッサ ン》 は幾 つ か の モ チ ー フに 《小 さ な喜 び》 との類 似 点 が 認 め られ るた め に、 裏 面 の年
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紀 が そ の ま ま信 じ られ て きた が、 論 者 は、 両 者 のす べ ての モチ ー フに つ い て詳 細 に 比 較 を 行 い 、 そ

の 似 て非 な る点 を 列挙 して 、 リンゼ ン、 ブ リ ッシ ュ、 グ ローマ ソ、 ヴ ォル ブー、 ヴ ァイ ス らが 、《デ

ッサ ン》 を1913年 作 とみ な す 根 拠 を す べ て論 駁 す る。 そ して 、 改 め て 《青 い 孤 》(1917年)並 び に

《回 想》(1924年)と の比 較 を 試 み て、 《回想 》 が 《青 い孤 》 を媒 介 に しな が ら 《小 さ な喜 び 》 を 回

想す る作 品 で あ る と規 定 し、 《デ ッサ ン》 は 《青 い孤 》 以 降 の もの、 す な わ ち 、《回 想 》 の た め の 下

絵 で な け れ ば な らな い 、 と推 論 す る。 こ の検 討 を 通 して 、 第 一 次世 界大 戦 直前 の世 情 の緊 張 の 中 で

ヵ ソデ ィ ソス キ ーの抱 い て い た破 滅 の あ との新 生 へ の終 末 論 的 な 期待 の喜 びが 、 大 戦 下 の1917年 に

は失 われ て い くこ と、 そ 、して、 大 戦 後 の1924年 に は 再 び 新 生 の喜 び を 回想 す る形 で期 待 の復 活 す る

こ とが、 確 認 され る。 また 、 こ の 《デ ッサ ソ》 が 幾 何 学 的 抽 象 画 の最 初 の作 品 とは 言 え な くな る こ』

とに と もな い 、論 者 は 、1916年 の 《デ ッサ ンNα1》 を も って 、 最 初 の幾 何 学 的 抽 象 画 で あ る と論 述

す る。

第 四章 「1914年 の作 品群 に つ い て 」 では 、 前 半 で い わ ゆ る 《四季 図》(1914年)を 、 後 半 で 《即

興:峡 谷 》(1914年)を 取 り上 げ る。

先ず 《四季 図》 につ い て は、 この4枚 の絵 を、 春 ・夏 ・秋 ・'冬を主 題 にす る もの と考 え る リンゼ

ン、 グ ロ ーマ ン らを批 判 し、 四季 図 で は な い と論 じた レー テル の 所説 を 参考 に、 論 者 の大 胆 に して

緻 密 な考 察 を展 開 、 春 の 図は フ ァ ウス トの昇 天 を 、 秋 は エ リアの 荒野 へ の復 帰 を 、 夏 は 義 人 ナ ボ テ

の死 を怒 るエ リアを 、 冬 は エ リアの 昇 天 を 、 それ ぞれ に主 題 とす る もの と論 じ、 《四季 図》 を も一

貫 して終 末 論 思想 の表 現 に際 して の隠 蔽 的 非 対 象 化 の作 品 と解 釈 す る。

後 半 の 《即 興:峡 谷 》 に つ い て は、 この作 品が 非 対 象 化 の傾 向 の 顕 著 な 時期 の作 品 中 の例 外 的 な

一 点 とされ
、 そ こ に認 め られ る対 象 的 要 素 か ら、 カ ンデ ィ ンスキ ーが1914年7月 に ヘ レン タ ール ・

ク ラム(地 獄 谷 峡 谷)へ 小 旅 行 を した こ とと の連 関 で 、 峡 谷 を 描 い た もの と理 解 され て きた が 、論

者 は これ に も疑 問 を呈 し、従 来 の ア イ ヒナ ー、 グ ロー マ ン、 ホ イ ッ トフ ォー ド、・ラ コス ト、、ロ ン グ、

レー テ ル らの 見解 を論 破 す る。 そ して、 諸 モ チ ー フに ヨハ ネ黙 示 録 に 記述 され た 終 末 的 事 象 の 諸 象

徴 を 見 出 し、この 作 品 の テ ーマ を峡 谷 で は な く落 日で あ る とす る。峡谷 と も見 え る具 象 的 な諸 モ チ ー

フを 用 い て、 か え っ て落 日の イ メ ー ジを 蔽 い 隠 してい るそ の 手 法 は 、 手法 事 態 が 黙 示 録 的 な の だ と

結 論 づ け る の で あ る。

ま とめ の 「カ ンデ ィ ンス キ ー に おけ る抽 象 絵 画 の成 立 と ロシ ア的 召 命観 」 は 《コ ンポ ジチ オ ー ン

皿 》 へ と収 敏 して い く 《コ ソポ ジチ オ ー ン》 連 作 を 再 度 取 り上 げ な が ら、 虹 、 ラ ッパ 、騎 士 、 ボ ー

ト、 蘇 りの人 々を は じめ 、 様 々 な黙 示 録 的 モ チ ー フが 重 ね 合 わ され つ つ、 更 に 、 大 洪 水 、 小 さな喜

び、 愛 の 園 の3主 題 が これ に組 み 入 れ られ て い く様 を 追 跡 す る。 そ して 、 こ の連 作 が 、 大 きな没 落

とそ れ に続 く新 た な生 命 の到 来 の表 現 で あ り、 普 遍 史 的 な 世 界 劇 の 展 開 を うた う頒 歌 の 作 曲 そ の も

の で あ る こ とを論 述 しつ つ 、 ロー マ教 会 とギ リシ ア教 会 の 闘 い の あ とに ロシ ア正 教 会 の新 時代 が到

来 す る とい う ロ シア ・メシ ア ニ ズ ム の召 命 観 が 、 この 時 期 の カ ンデ ィ ンス キ ー の非 対 象 化 の 作 品 を

形 成 して い る、 と論 じて い る。

文152



最後のrAppendix」(付 論)で は、1910年 以降のカンディンスキーの芸術活動の全体を抽象絵

画の制作の活動と据え、これを5期 に区分 して、それぞれ、非対象絵画期、幾何学的抽象画への過

渡期、幾何学的抽象絵画期、具体絵画昏の過渡期、具体絵画期と名付けて整理 し、非対象絵画、抽

象絵画、具体絵画などの概念を明確に区別 しようとする論者の主張が述べられる。

本論文は、以上の通 り、非対象絵画成立期のカソディンスキーの諸作品を、それを取 り巻く多く

の材料に基づきながら、綿密に解釈 して、その背後に働 く特異な思想を解明するものである。 もっ

とも、宗教的表徴が隠蔽され ざるを得ないことの必然性の立論や、イコーンの与えた重要な影響の

具体的な記述に、やや不十分な点がないわけではないが、全体に太い筋の通ったその論述は極めて

明快で、従前の理解を訂正す る多 くの新知見を含み、カンデ ィンスキー研究並びに抽象絵画研究一

般に寄与するところまことに多大である。

よって、本論文の提出者は、文学博士の学位を授与 されるに十分の資格があるものと認定される。
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